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解
　
題

　

本
書
『
一
遍
上
人
行
状
図
（
別
名
「
高
祖
一
遍
聖
人
行
状
図
」、

以
下
『
行
状
図
』
と
略
称
）』
は
、
聖
戒
編
『
一
遍
聖
絵
（
別
名

「
一
遍
上
人
絵
伝
」、
以
下
『
聖
絵
』
と
略
称
）』
十
二
巻
を
元
に
し

て
絵
図
と
詞
書
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
江
戸
末
期
（
年
月
不
詳
）、
木
版

画
二
枚
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。『
聖
絵
』
は
、
正
安
元
年
（
一

二
九
九
）
八
月
に
成
立
、
歓
喜
光
寺
（
六
条
道
場
）
旧
蔵
本
で
あ

り
、
昭
和
五
年
に
国
宝
指
定
を
受
け
、
現
在
、
清
浄
光
寺
（
時
宗
総

本
山
遊
行
寺
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
（
木
版
画
・
収
納
箱
）
に
印
刷
・
発
行
の
年
記
は
な
い
。
恐

ら
く
聖
人
の
五
百
五
十
回
遠
忌
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
記
念

出
版
か
、
ま
た
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
に
七
条
道
場
金
光

寺
が
類
焼
し
、
宗
俊
編
『
一
遍
上
人
縁
起
絵
（
別
名
「
遊
行
上
人
絵

詞
伝
・
一
遍
上
人
絵
詞
伝
」、
以
下
『
絵
詞
伝
』
と
略
称
）』
の
模
写

本
の
一
「
七
条
道
場
本
」
が
焼
亡
（『
七
条
道
場
記
』）
し
た
数
年
後

に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
該
書
は
、
そ
れ
ま
で
「
遊
行
上

人
」
の
廻
国
遊
行
に
携
行
し
「
絵
解
き
」
に
用
い
ら
れ
て
い
た
模
様

で
あ
る
（
吉
井
清
「
時
宗
過
去
帳
」『
日
本
歴
史
』
60
、
昭
28
年
５
月
）。

　

本
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
五
回

学
術
大
会
（
平
成
二
十
一
年
七
月
十
八
日
）
に
て
発
表
し
『
東
海
佛

教
』
第
五
十
四
輯
に
所
収
さ
れ
る
予
定
（
投
稿
済
）
で
あ
り
、
詳
し

く
は
そ
れ
に
譲
る
。
本
稿
は
そ
の
『
一
遍
上
人
行
状
図
』
の
翻
刻
を

し
て
広
く
一
般
に
紹
介
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

『
一
遍
上
人
行
状
図
』
の
翻
刻

吉　
　

田　
　

道　
　

興
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本
書
の
存
在
は
、
時
宗
の
僧
侶
で
も
一
部
の
専
門
家
を
除
き
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
曹
洞
宗
に
属
し
門
外
漢
で
あ
る
小
生
が
、

こ
の
一
両
年
、
一
遍
上
人
の
伝
記
類
の
研
究
書
を
調
査
し
た
限
り
、

本
書
に
言
及
し
た
専
門
書
（
啓
蒙
書
を
含
む
）
は
寡
聞
に
し
て
知
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
上
記
の
『
聖
絵
』
や
『
絵
詞
伝
』（
原
本
逸
亡
、

模
写
本
の
清
浄
光
寺
旧
蔵
本
は
明
治
四
十
四
年
焼
失
、
神
戸
真
光
寺

蔵
本
は
現
存
）
十
巻
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
、『
聖
絵
』
が
貴
重
品
で
一
般
庶
民
に
は
閲
覧
も
困
難
で

あ
っ
た
事
情
も
あ
っ
て
、
安
政
五
年
に
焼
失
し
た
『
絵
詞
伝
（
七
条

道
場
本
）』
に
替
わ
り
、
時
宗
教
団
と
し
て
一
般
庶
民
に
「
絵
解

き
」
を
通
し
一
遍
上
人
を
知
ら
し
め
教
化
す
る
た
め
に
制
作
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
版
木
が
浅
草
日
輪
寺
（
学
寮
）
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
点
か
ら
、
時
宗
寺
院
お
よ
び
一
般
信
者
用
に
頒
布
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
教
団
の
学
生
・
雛
僧
の
教
材
と
し
て
も
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

頒
布
用
の
袋
綴
（
龍
紋
付
き
）
の
上
書
き
に
は
、
隷
書
体
で
「
一

遍
上
人
行
状
圖
」
と
あ
る
。
二
枚
の
巻
上
冒
頭
部
に
は
右
か
ら
左
へ

横
書
き
の
隷
書
体
で
「
高
祖
一
遍
聖
人
行
状
圖
」、
巻
下
冒
頭
部
に

は
同
じ
く
横
書
き
で
「
藤
澤
山
淸
浄
光
寺
藏
版
」
と
あ
り
、
清
浄
光

寺
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
ご
と
く
浅
草
日
輪
寺
に
所
蔵
す

る
版
木
は
近
年
、
東
京
都
台
東
区
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
さ

れ
、
報
告
書
が
出
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
中
に
は
詞
書
（
漢
文
）
を

翻
刻
し
て
い
る
が
数
か
所
に
わ
た
り
誤
字
や
送
り
仮
名
・
レ
点
に
ミ

ス
も
あ
る
。
そ
れ
は
原
板
が
相
当
磨
滅
し
た
状
態
も
多
分
に
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
労
を
多
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
そ

れ
ら
を
補
正
し
た
。

　

画
面
構
成
は
、
第
一
面
が
七
段
組
み
二
十
二
話
、
第
二
面
が
七
段

組
み
二
十
六
話
、
合
計
四
十
八
話
で
あ
る
。

　
　

第
一
面
（
一
段
一
話
、
二
段
三
話
、
三
段
三
話
、
四
段
二
話
、

五
段
五
話
、
六
段
四
話
、
七
段
四
話
）

　
　

第
二
面
（
一
段
四
話
、
二
段
三
話
、
三
段
四
話
、
四
段
四
話
、

五
段
五
話
、
六
段
四
話
、
七
段
二
話
）

　

本
書
の
詞
書
は
、『
聖
絵
』
の
長
く
雅
趣
豊
か
な
和
文
か
ら
主
要

な
内
容
を
抜
き
出
し
、
そ
の
主
旨
を
短
く
簡
潔
な
漢
文
と
し
て
い

る
。
最
初
の
一
段
目
「
一
行
十
五
字
の
八
行
」
は
例
外
で
あ
り
、
他

の
段
は
「
一
行
十
四
字
で
短
い
の
は
三
行
弱
（
二
十
九
字
）
か
ら
長

い
の
は
十
一
行
」
に
わ
た
る
。
し
か
し
漢
字
は
、
最
大
数
で
一
五
八
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字
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
『
聖
絵
』
の
詞
書
に
比
較
し
非
常
に
短

い
こ
と
が
判
る
。

　

さ
ら
に
和
歌
も
漢
字
（
万
葉
仮
名
、
右
に
は
片
仮
名
の
ル
ビ
）
で

記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
上
、
組
版
に
生
ず
る
制

作
事
情
と
し
て
や
む
を
得
な
い
措
置
と
い
え
る
。
ま
た
本
書
の
詞
書

の
文
中
に
は
、『
聖
絵
』
に
は
な
い
事
項
・
字
句
が
い
く
つ
か
含
ま

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
聖
絵
』
詞
書
（
１
段
）
に
は
、
上
人
の
誕

生
の
月
日
と
幼
名
を
欠
く
が
、
本
書
で
は
延
応
元
年
「
二
月
十
五
日

生
」「
乳
名
松
壽
」
と
す
る
。
こ
れ
は
『
絵
詞
伝
直
談
鈔
』
に
お
い

て
『
一
遍
義
集
』
や
『
一
遍
上
人
年
譜
略
』
を
典
拠
に
記
述
し
、
そ

れ
を
参
考
に
本
書
が
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
、
こ
こ
の

「
河
野
略
譜
」
は
、『
聖
絵
』
詞
書
で
は
文
章
形
態
で
あ
る
が
、
本
書

で
は
簡
潔
な
「
系
図
」
で
あ
る
。

　

次
に
本
書
36
段
に
編
集
ミ
ス
か
誤
植
・
誤
字
が
み
ら
れ
る
。
文
中

の
「
僧
一
如
」
は
『
聖
絵
』
お
よ
び
『
絵
詞
伝
』
で
は
「
如
一
上

人
」
で
あ
り
、
明
ら
か
に
本
書
の
ミ
ス
と
い
え
る
。
こ
の
「
如
一
」

は
、『
聖
絵
』
に
「
も
と
佛
法
上
人
（
＝
道
元
）
の
門
下
に
し
て
禅

門
の
工
夫
、
年
序
つ
も
り
給（
ひ
）け
る
が
、
後
に
西
山
の
上
人
に
あ

ひ
奉
り
て
一
向
専
修
の
門
に
入
り
給
へ
り
」
と
あ
る
。
聖
人
の
師
聖

達
と
西
山
門
下
の
同
門
で
あ
り
、
彼
と
道
交
が
あ
っ
て
、
そ
の
理
想

的
な
往
生
に
憧
憬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

ま
た
各
段
の
諸
種
の
逸
話
に
関
し
、『
聖
絵
』
の
そ
れ
と
順
序
が

前
後
す
る
な
ど
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　

１
、
本
書
25
段
↑
『
聖
絵
』
26
段
│
萱
津
滞
在
中
、
巨
蜂
の
一
団

が
法
場
に
集
ま
る

　

２
、
本
書
48
段
↑
『
聖
絵
』
47
段
│
凡
遊
行
十
六
年
間
、
受
記

者
、
二
十
五
億
千
七
百
余
人

　

３
、
本
書
28
段
中
の
二
話
、『
聖
絵
』
の
そ
れ
と
前
後
す
る
。

　
　

①
市
屋
に
て
法
印
胤
恵
が
霊
夢
記
を
持
参
し
聖
人
が
勢
至
菩
薩

の
化
身
で
あ
る
と
告
げ
、
藤
原
基
長
が
瑞
夢
の
賛
徳
文
を
持

参
し
た
こ
と
。

　
　

②
聖
人
が
空
也
に
習
い
身
に
絹
巾
を
纏
わ
ず
、
手
は
金
具
に
触

れ
ず
、
生
涯
葷
酒
を
絶
ち
十
重
の
戒
珠
を
全
う
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
こ
と
。

　

４
、
本
書
39
段
中
の
二
話
、『
聖
絵
』
の
そ
れ
と
前
後
す
る
。

　
　

①
花
本
寺
の
教
願
が
備
中
軽
部
に
て
四
十
八
日
の
結
縁
を
果
た

し
た
後
、
罹
病
し
遂
に
臨
終
正
念
し
往
生
し
た
こ
と
。

　
　

②
「
十
二
道
具
」
の
持
文
を
讃
述
し
た
こ
と
。
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以
下
に
書
誌
項
目
を
列
挙
す
る
。

　
　

題
名　

一
遍
上
人
行
状
図
（
袋
綴
）

　
　

別
名　

高
祖
一
遍
聖
人
行
状
図
（
掛
幅
巻
上
）、
宗
祖
聖
人
御

絵
伝
（
日
輪
寺
蔵
収
納
箱
）

　
　

撰
者　

不
明

　
　

画
工　

不
明

　
　

法
量
（
寸
法
）

　
　
　

第
一
面　

縦
137
・
2
㎝　

横
67
・
2
㎝

　
　
　
　
　
　
　
（
画
面　

縦
133
・
0
㎝　

横
61
・
6
㎝
）

　
　
　

第
二
面　

縦
140
・
0
㎝　

横
68
・
2
㎝

　
　
　
　
　
　
　
（
画
面　

縦
132
・
6
㎝　

横
61
・
5
㎝
）

　
　
　
　

版
木
箱
の
法
量　

縦
20
・
0
㎝  

横
150
・
5
㎝  
高
73
・
8
㎝

　
　
　
　

木
箱
の
墨
書
（
縦
三
行
）

　
　
　
　
　

宗
祖
聖
人
／
御
繪
傳
版
木
凾
／
藤
澤
山

　
　
　

 

平
成
十
九
年
初
夏
、
筆
者
が
京
都
で
入
手
し
掛
幅
仕
立
て
に

し
た
「
紙
面
」
の
寸
法

　
　
　
　

第
一
面　

縦
137
・
9
㎝　

横
63
・
9
㎝

　
　
　
　

第
二
面　

縦
138
・
0
㎝　

横
64
・
1
㎝

　
　

成
立　

不
明
。
推
定
、
天
保
九
年
〜
安
政
七
年
（
一
八
三
八
〜

一
八
六
〇
）
頃

　
　

刊
行　

藤
澤
山
清
浄
光
寺
（
通
称
「
遊
行
寺
」）
蔵
版
（
掛
幅

巻
下
）

　
　

所
蔵　
（
版
木
）
東
京
都
浅
草
区
西
浅
草
神
田
山
日
輪
寺
（
江

戸
期
「
神
田
山
芝
崎
道
場
日
輪
寺
」）

　
　
　
　

本
品
は
東
京
都
台
東
区
有
形
文
化
財
指
定
「
一
遍
聖
人
行

状
図
版
木
二
面　

附
、
版
木
箱
一
合
」

　
　
　
　

掛
幅　

遊
行
寺
宝
物
館
（
彩
絵
一
軸
・
線
描
二
軸
）、
吉

田
私
蔵
〔
他
に
も
未
発
見
の
も
の
が
あ
ろ
う
〕

凡
　
例

一
、
本
書
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
便
宜
的
に
構
成
と
し
て
上
中
下
の
順

に
「
冠
註
」、「
本
文
」、「
書
き
下
し
文
」
の
三
段
に
分
け
た
。

一
、「
本
文
」
の
各
話
は
、『
聖
絵
』
に
な
ら
い
、
冒
頭
に
〔
第
○
○

段
〕
と
し
て
並
べ
た
。

一
、「
本
文
」
は
、
漢
文
体
で
あ
る
。
和
歌
も
「
万
葉
仮
名
」
の
漢

字
で
あ
る
。
原
本
の
漢
字
に
は
、
異
体
字
・
別
体
字
・
俗
字
等
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
異
体
字
を
除
き
他
は
で
き
る
だ
け
原
文
通
り

に
し
た
。
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但
し
、「
祖
」
は
新
旧
混
在
し
て
い
る
が
、
便
宜
上
、
す
べ
て

新
漢
字
に
統
一
し
た
。
そ
の
漢
文
体
に
は
、
読
点
が
な
く
す
べ
て

句
点
で
あ
り
、
ま
た
返
点
と
送
り
仮
名
（
片
仮
名
）
が
付
さ
れ
て

い
る
。
和
歌
の
「
万
葉
仮
名
」
に
は
、
片
仮
名
の
ル
ビ
が
付
い
て

い
る
。
漢
字
と
ル
ビ
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
字
と
ミ
ス
が
あ
る
。

一
、「
冠
註
」
に
は
、
異
体
字
等
の
指
摘
と
同
時
に
『
聖
絵
』『
絵
詞

伝
』
な
ど
の
語
句
や
内
容
の
相
違
点
を
若
干
記
し
た
。
漢
字
の
誤

字
や
ル
ビ
の
ミ
ス
は
、
気
が
つ
く
限
り
触
れ
た
。
さ
ら
に
『
聖

絵
』
に
あ
る
年
月
日
を
で
き
る
だ
け
付
し
た
。
ま
た
難
解
と
思
わ

れ
る
語
句
の
意
味
を
多
少
添
え
た
。

一
、「
書
き
下
し
文
」
は
、
活
字
用
漢
字
（
常
用
漢
字
・
新
漢
字
）

に
し
て
、
句
点
と
と
も
に
読
点
も
付
し
、
読
み
や
す
く
し
た
。
し

か
し
、「
佛
」
の
字
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
ま
た
「
和
歌
」
は
、

漢
字
が
想
定
で
き
て
も
、
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
た
。
さ
ら
に
送

り
仮
名
の
清
音
は
、
適
宜
、
現
代
に
通
ず
る
濁
音
に
直
し
た
。

　
　

ま
た
難
解
な
漢
字
に
は
ル
ビ
（
平
仮
名
）
を
付
し
た
。

一
、
本
書
の
原
版
（
木
版
画
）
二
枚
を
本
文
末
に
添
え
て
い
る
。
ま

た
参
考
ま
で
に
、『
聖
絵
』（
遊
行
寺
発
行
絵
ハ
ガ
キ
）
の
部
分
と

対
比
し
て
、
そ
の
中
の
六
場
面
を
抜
き
出
し
掲
載
し
た
。

袋
綴
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文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註

「
巻
上
」
題
額
字 

一
遍
上
人
行
状
圖

（
袋
綴
題
字
） 

 

越
知
│
「
俗
姓
は
越

智
」『
聖
絵
』

「
伊
豫
州
越
智
姓
」『
年

譜
略
』 

             

高
祖
一
遍
聖
人
行
状
圖

〔
第
一
段
〕

　
　

河
野
畧
譜

孝
霊
帝
皇
孫
小
千
王
末
裔
越
知
押
領
使

好
方
十
三
世

親
清　
三藤

原
姓
島
四
郎　
　
　

伊
豫
権
介 

　
　
　
　
　
　

 

 ‒

通
清　
伊
豫
権
介 

　
　
　
　
　
　

 ‒

通
信　
四
郎　
　
　
　

伊
豫
守
護
職 

　
　
　
　
　
　

 ‒

通
廣　
七
郎　
　
　
　

称　ス

㍼如
佛
入
道　ト

㍽ 

　
　
　
　
　
　

 ‒

通
朝　
別
府
七
郎　
　

祝
髪　シ

テ

称　ス

㍼如
道　ト

㍽

 ‒

伊
豫
房

 ‒

開
祖　
一
遍
上
人　

初
名
随
縁
又
智
真

 ‒

仙
阿　
号
㍼伊
豆
房
㍽

 ‒

聖
戒　
俗
称
通
定

高
祖
一
遍
聖
人
行
状
図

〔
第
一
段
〕

　
　

河
野
略
譜

孝
霊
帝
皇
孫
小
千
王
末
裔
、
越
知
押
領
使
好
方
十
三
世

親
清　
三藤

原
姓
島
四
郎　
　
　

伊
予
権
介 

　

 　
　
　
　
　

 

 ‒

通
清　
伊
予
権
介 

　

 　
　
　
　
　

 ‒

通
信　
四
郎　
　
　
　

伊
予
守
護
職 

　

 　
　
　
　
　

 ‒

通
広　
七
郎　
　
　
　

如
佛
入
道
と
称
す 

　

 　
　
　
　
　

 ‒

通
朝　
別
府
七
郎　
　

祝
髪
し
て
如
道
と
称
す

 ‒

伊
予
房

 ‒

開
祖　
一
遍
上
人　

初
名
は
随
縁
ま
た
智
真

 ‒

仙
阿　
伊
豆
房
と
号
す

 ‒
聖
戒　
俗
称
は
通
定

一
遍
上
人
行
状
図
（
木
版
画
・
江
戸
末
期
刊
）
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「
河
野
四
郎
通
信
之
孫

河
野
七
郎
通
廣
之
次

男
也
」『
年
譜
略
』 

「
誕
生
號
松
壽
丸
」『
同

右
』 

䑓
│
臺
│
台

秘
賾
│
秘
奥
の
真
理 

『
聖
絵
』
①
『
續
群
書

類
従
』
九
輯
上
「
秘

頥
」、
②
『
日
本
絵
巻

物
全
集
』
10
・『
日
本

絵
巻
大
成
別
巻
』「
秘

蹟
」、
③
『
岩
波
文

庫
』
本
、
青
321

－

１

「
秘
賾
」 

ル
ビ
の
「（
ヒ
）タ
ク
」

は
ミ
ス 

薀
奥
＝
蘊
奥 

䘮
│
喪
、

│
國
、

│
還
、
宜
揚
↓
宣

揚 「
文
永
元
甲
子
改
名
智

真
」『
年
譜
略
』 

虻
│
恩
、
兒
│
児
、

│
戯
、

│
渦

開
祖
一
遍
。
世ヨ
ヽ

伊
豫　ノ
甲
族
。
俗
姓
河
野
。
父
曰　フ
㍼

通
廣　ト
⊿
以　テ
㍼延
應
元
年
二
月
十
五
日　ヲ
㍽生　マ
。ル

乳
名

松
壽
生　レ

テ

而
聡
慧
。
十
歳　ニ
シ
テ

喪　ナ
㍾ヒ

恃　ヲ
始　メ
テ

悟　リ
㍼塵
寰　ノ
之

無
常　ヲ
⊿
建
長
中
奉　ケ
㍼怙　ノ
命　ヲ
㍽剃
度　ス
。
稍
長　シ
テ

適　キ
㍼宰
府　ニ
⊿

問　フ
㍼道　ヲ
僧
聖
達　ニ
⊿
達
喩　シ
テ

曰
。
欲　セ
㍾ハ

學　ハ
㍾ン
ト

佛　ヲ
宜　シ
㍼ク

先　ツ
識　ル
∑字　ヲ
。

祖
乃　ハ

チ

之　キ
㍼肥
前　ニ
㍽肄ナ
ラ

㍼フ

業　ヲ
於
僧
華
䑓　ニ
⊿
随
從
一
冉

年
。
學
業
累　リ

ニ

積　モ
。ル

䑓
嘆
㍼異　シ
其
器
骨
不
凡　ナ
⊿ル
ヲ

令　ム
㊦就

㍾達　ニ
稟　ケ
㍼。
浄
教
之
秘
賾タ
ク

⊿ヲ

時　ニ
年
厪ワ
ヅ
カ
ニ

十
六
。

〔
第
二
段
〕

祖
侍　ス
㍼ル

達　ノ
會
下　ニ
㍽十
二
年
。
遂　ニ
通　シ
㍼浄
土
之
教

門　ニ
⊿
領　ス
㍼真
宗　ノ
之
薀
奥　ヲ
⊿
弘
長
三
年
丁ア
タ

㍼リ

父　ノ
憂　ニ
㍽

奔　ル
㍼喪　ニ
本
國　ニ
⊿
自
㍾厥ソ
レ

以コ
ノ

還カ
タ

。
宜
㍼揚　シ
テ

大
道　ヲ
㍽励ハ
ケ

㍼ミ

勤

修　ヲ
⊿
洞ト
ウ

㍼闡セ
ン
シ
テ

真
門　ヲ
㍽利　ス
㍼群
萠　ヲ
⊿
或　ヒ
ハ

混　シ
㍼テ

躅ア
ト
ヲ

塵
俗　ニ
㍽施　シ
㍼

恩
恤　ヲ
⊿
有　テ
㍾ハ

時
伴　ナ
㍼フ

児
童　ノ
戯　ニ
⊿
一
朝
觀　テ
㍼所
㍾弄　ス
ル

之

輪リ
ウ

鼓ゴ

墜　チ
㍾地　ニ
渦ク
ワ

旋セ
ン

立　ト
コ
ロ
ニ

止　ム
⊿ヲ

頓　ニ
會　シ
㍼輪
廻　ヲ
⊿
出
塵　ノ

ハ
ヽ

チ
ヽ

ベ
シ

　

開
祖
一
遍
、
世
々
伊
予
の
甲
族
、
俗
姓
河
野
。
父
通
広

と
曰
ふ
。
延
応
元
年
二
月
十
五
日
を
以
て
生
ま
る
。
乳
名

松
寿
、
生
れ
て
聡
慧
、
十
歳
に
し
て
恃じ

（
＝
母
）
を
喪
な

ひ
始
め
て
塵じ

ん
か
ん寰
（
＝
天
下
・
人
間
界
）
の
無
常
を
悟
る
。

建
長
中
、
怙こ

（
＝
父
）
の
命
を
奉う

け
剃
度
す
。
稍や
や

長
じ
て

宰
府
に
適ゆ

き
て
、
道
を
僧
聖
達
に
問
ふ
。
達
喩さ
と

し
て
曰

く
、
佛
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
宜
し
く
先
づ
字
を
識
る
べ

し
。
祖
乃
ち
肥
前
に
之ゆ

き
、
業
を
僧
華
台
に
肄な
ら

ふ
。
随
従

一
冉
年
。
学
業
累し

き

り
に
積
も
る
。
台
、
其
の
器
骨
不
凡
な

る
を
嘆
異
し
、
達
に
就
て
浄
教
の
秘ひ

賾さ
く

（
＝
奥
義
）
を
稟う

け
し
む
。
時
に
年
厪わ
づ

か
に
十
六
。

〔
第
二
段
〕

　

祖
、
達
の
会
下
に
侍
す
る
十
二
年
、
遂
に
浄
土
の
教
門

に
通
じ
、
真
宗
の
蘊
奥
を
領
ず
。
弘
長
三
年
、
父
の
憂
に

丁あ
た

り
、
喪
に
本
国
に
奔
る
。
厥そ
れ

よ
り
以こ
の
か
た還
、
大
道
を
宣
揚

し
て
勤
修
を
励
み
、
真
門
を
洞
闡
し
て
、
群
萠
を
利
す
。

或
ひ
は
躅あ

と

を
塵
俗
に
混
じ
て
恩お
ん

恤じ
ゅ
つを
施
こ
し
、
時
有
て

は
児
童
の
戯
に
伴
な
ふ
。
一
朝
、
弄
す
る
所
の
輪
鼓
、
地
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文
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文
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註

│
毀 

  　

│
詣 

亙
日
＝
亘
日
、
一
日

中
の
意
。
ル
ビ
は

「
コ
ウ
ジ
ツ
」。
旹
│

時 
 

│
廬 

    

无
│
無
、

│
國
、 

│
等

之
念
不
㍾能
㍾禁　ス
。ル

西
謁　シ
㍼テ

達　ニ
於
宰
府　ニ
㍽叙　ブ
㍼其
本

願　ヲ
⊿
此
時
季
弟
通
定
亦
毀ヤ
フ

㍾リ
テ

形　ヲ
爲　セ
㍾リ

僧　ト
。
更ア
ラ
タ
メ

名　ヲ

聖
戒　ト
㍽随　カ
㍾フ

之　レ
。ニ

〔
第
三
段
〕

文
永
八
年
春
。
祖
詣　リ
㍼信
濃
善
光
寺　ニ
⊿
供
奉

亘エ
ン

日ジ
ツ

方ア
タ

㍼リ

斯
旹　ニ
㍽顕　ハ
㍼シ

善
導
已
證　ノ
之
法
門　ヲ
㍽描エ
ガ

㍼ク

二
河
遣
迎　ノ
之
本
尊　ヲ
⊿

〔
第
四
段
〕

其
年
之
秋
。
祖
搆
㍼架　シ
精
廬　ヲ
於
州
之
窪ク
ボ

寺　ニ
⊿

舗
㍼張　シ

テ

二
河
之
畫
佛　ヲ
于
東
壁　ニ
⊿
鎖ト
ザ

㍾シ

戸　ヲ
絶タ
チ

㍾客　ヲ
。

別
行
結
願
日
夜
不
㍾輟ヤ

マ

。
其
佛
側
所　ノ
㍾掲　ク
ル

之

贊
頌　ニ
曰

　

十
劫
正
覚
衆
生
界　

一
念
往
生
弥
陀
國

　

十
一
不
二
證
无
生　

國
界
平
等
坐
大
會

に
墜
ち
渦
旋
立
つ
と
こ
ろ
に
止
む
を
観
て
、
頓
に
輪り

ん

廻ね

を

会
し
、
出
塵
の
念
、
禁
ず
る
能あ

た

わ
ず
。
西
、
達
に
宰
府
に
謁

し
て
、
そ
の
本
願
を
叙の

ぶ
。
こ
の
時
、
季
弟
通
定
ま
た
形

を
毀や

ぶ
り
て
僧
と
為な

せ
り
。
名
を
聖
戒
と
更あ
ら
ため
之
に
随
が
ふ
。

〔
第
三
段
〕

　

文
永
八
年
春
、
祖
、
信
濃
善
光
寺
に
詣
り
、
供
奉
亘こ
う

日じ
つ

、
斯こ
の

時と
き

に
方あ
た

り
、
善
導
已
証
の
法
門
を
顕
は
し
、「
二

河
遣
迎
の
本
尊
」
を
描
く
。

〔
第
四
段
〕

　

そ
の
年
の
秋
、
祖
、
精せ

い

廬ろ

を
州
の
窪
寺
に
搆
架
し
、
二

河
の
画
佛
を
東
壁
に
舗
張
し
て
、
戸
を
鎖と

ざ

し
客
を
絶
ち

て
、
別
行
結
願
、
日
夜
輟や

ま
ず
。
そ
の
佛
側
、
掲
ぐ
る
所

の
賛
頌
に
曰
く

　
　

十
劫
に
正
覚
す
衆
生
界　

一
念
に
往
生
す
弥
陀
の
国

　
　

十
と
一
と
は
不
二
に
し
て
無
生
を
証
し　

国
と
界
と

は
平
等
に
し
て
大
会
に
坐
す
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（
文
永
十
年
） 

│
場

│
此
、

│
屡

│
冥

│
飄

│
踪

│
處
、

│
邊
、 

　

│
隨 

（
二
月
八
日
） 

　

│
携
、

│
超

　

│
號

│
臨

厺
│
去

 

〔
第
五
段
〕

州
内
浮フ

穴ケ

郡
菅ス
ガ

井フ

山　ニ
有
㍼古
寺
㍽焉
。
奉　ス
㍼観

音
大
士　ヲ
⊿
山
中
霊
迹
往
　々ニ

有
焉
。
又
有　リ
㊦僧

空
海　ノ
行
塲　ニ
安　ン
㍼ス
ル

自
彫　ノ
不
動
明
王　ヲ
⊿
十
年
秋

祖
獨
。
将ヒ

キ

㍼ヰ

聖
戒
㍽戢ヲ
サ

㍼ム

影　ヲ
於
此コ
ヽ

㍽ニ

屡　〻
感　ジ
㍼霊
夢　ヲ
㍽頻　リ
ニ

加　ハ
㍼ル

冥
佑　ヲ
⊿
於
㍾是
乎
猛
然
立
誓　シ
。
断
㍼割　シ
恩
愛　ヲ

於
血
族　ニ
㍽施
㍼與　シ
堂
宇
於
三
寶　ニ
⊿
飄
　々ト
シ
テ

出　テ
㍾テ

山　ヲ
。

遊
㍼行　シ

テ

海
内　ヲ
⊿
不
㍾駐ト
ヾ

㍼メ

踪ア
ト
ヲ

一
所
㍽一　ハ
ラ

以　テ
㍾普
㍼度　ス
ル
ヲ

道

俗　ヲ
㍽為　ス
㍼處
世
之
行
課　ト
⊿
身
邊　ノ
隨
物
。
正タ
ヾ

本
尊

曁オ
ヨ
ビ

所
依　ノ
經
典
而
已
。

〔
第
六
段
〕

十
一
年
春
。
携　サ
㍼ヘ

超
一
超
二
念
佛
坊　ノ
三
徒

弟　ヲ
㍽辞　シ
㍼テ

郷
貫　ヲ
㍽向　フ
㍼羇
旅　ニ
⊿
聖
戒
護
送
数
日
。
行ユ
ク
〳
〵

至　ル
㍼櫻
井　ニ
⊿
祖
授　ル
ニ

以　テ
㍼シ

親
墨　ノ
名
號
并　ニ
十
念　ヲ
⊿
苦ネ
ン
コ
ロ
ニ

期　シ
㍼同
生　ヲ
于
花
開　ニ
⊿
約　シ
㍼再
會　ヲ
于
臨
終　ニ
⊿
師
弟

同
胞
揮フ
ル

㍾ヒ

泣ナ
ン
ダ
ヲ

各
去　ル
㍼東
西　ニ
⊿

〔
第
五
段
〕

　

州
内
浮
穴
郡
菅
井
山
に
古
寺
有
り
。
観
音
大
士
を
奉

ず
。
山
中
霊
迹
往
々
に
あ
り
。
又
た
僧
空
海
の
行
場
に
自

彫
の
不
動
明
王
を
安
ん
ず
る
有
り
。
十
年
秋
、
祖
、
独

り
、
聖
戒
を
将ひ

き

い
影
を
此
に
戢お
さ

む
。
屡
々
霊
夢
を
感
じ
、

頻
り
に
冥
佑
（
＝
神
仏
の
加
護
）
を
加
は
る
。
是
に
お
い

て
猛
然
立
誓
し
、
恩
愛
を
血
族
に
断
割
し
、
堂
宇
を
三
宝

に
施
与
し
、
飄
々
と
し
て
山
を
出
て
、
海
内
に
遊
行
し
て

踪あ
と

を
一
所
に
駐と
ど

め
ず
、
一も
っ

ぱ
ら
道
俗
を
普
度
す
る
を
以

て
、
処
世
の
行
課
と
為
す
。
身
辺
の
随
物
、
正た

だ

本
尊
曁お
よ

び

所
依
の
経
典
の
み
。

〔
第
六
段
〕

　

十
一
年
春
、
超
一
・
超
二
・
念
佛
坊
の
三
徒
弟
を
携
さ

え
、
郷
貫
を
辞
し
て
羇
旅
に
向
か
ふ
。
聖
戒
護
送
（
す
る

こ
と
）
数
日
、
行
々
桜
井
に
至
る
。
祖
、
授
く
る
に
親
墨

の
名
号
并
に
十
念
を
以
て
し
、
苦

ね
ん
ご
ろに
同
生
を
花
開
に
期

し
、
再
会
を
臨
終
に
約
し
、
師
弟
同
胞
、
泣な

み
だを
揮ふ
る

ひ
各
々

東
西
に
去
る
。

（
な
ん
だ
）
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書　

き　

下　

し　

文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註
         

薩

│
薩
埵
、
埀
│

垂
、

│
遠 

 

│
路
、
塲
│
場

　

│
號
、

│
起 

 

│
擇 

   

〔
第
七
段
〕

同
年
抵イ

タ

㍼リ

摂
津
天
王
寺　ニ
⊿
瞻
㍼禮　シ
如
来　ヲ
⊿
發
願　シ
テ

奉サ
ヽ

㍼ケ

十
種　ノ
制
文　ヲ
⊿
専　ラ
勧　メ
㍼テ

一
遍
念
佛　ヲ
㍽以　テ
醒サ
マ

㍼ス

迷

執　ヲ
⊿

〔
第
八
段
〕

既　ニ
而
辞　シ
㍼天
王
寺　ヲ
⊿
南
遊　ソ
㍼フ

高
野
山　ニ
⊿
親　シ
ク

探　リ
㍼三

地
薩
埵　ノ
之
垂
迹　ヲ
⊿
遠　ク
託　ス
㍼九
品
浄
土　ノ
之
同

生　ヲ
⊿

〔
第
九
段
〕

其
夏
轉　シ
㍾テ

路　ヲ
入　リ
㍼熊
野　ニ
⊿
歴ア
マ
ネ
ク

拜　ス
㍼霊
塲　ヲ
⊿
山
中
偶
々

値　ヒ
㍼一
僧　ニ
㍽予ア
タ

㍼フ

名
號　ヲ
⊿
僧
以　テ
㍼信
念
不　ル
∑ヲ

起
辞　ス
。
強　テ

授　ク
㍾之　ヲ
。
旋ヤ
ヽ
ア
リ
テ

而
祖
趨オ
モ

㍼ム
キ

證
誠
殿　ニ
⊿
質タ
ヽ

㍼ス

諸コ
レ
ヲ

神
明　ニ
⊿
忽　マ
チ

現　ス
皓
髪　ノ
道
士　ヲ
於
恍ク
ワ
ウ

惚コ
ツ
ノ

間　ニ
⊿
前ス
ヽ
ミ

警イ
マ
シ
メ
テ

曰
。
師　ノ
之

勧
進
太ハ

ナ
ハ
タ

違　ヘ
㍼リ

佛
證　ニ
⊿
今
後　ハ
不
㍾擇　ラ
㍼ハ

信
不
信　ヲ
⊿
不

㍾嫌　ラ
㍼ハ

浄
不
浄　ヲ
⊿
可　シ
㍼以　テ
付　ス
∑符　ヲ
。
只タ
ヽ

覩ミ
ル

化
童
爭
繞メ
ク

。リ

各　〻
乞　ヒ
㍾符　ヲ
同
音
唱
佛　シ
テ

而
去　ル
。
祖
喜　ン
テ

曰
。
今　ヤ
也

〔
第
七
段
〕

　

同
年
、
摂
津
天
王
寺
に
抵い

た

り
、
如
来
を
瞻
礼
し
、
発
願

し
て
十
種
の
制
文
を
奉
げ
、
専
ぱ
ら
一
遍
、
念
佛
を
勧
め

て
、
以
て
迷
執
を
醒さ

ま
す
。

〔
第
八
段
〕

　

既
に
天
王
寺
を
辞
し
、
南
、
高
野
山
に
遊
ぶ
。
親
し
く

三
地
薩
埵
の
垂
迹
を
探
り
、
遠
く
九
品
浄
土
の
同
生
を
託

す
。

〔
第
九
段
〕

　

そ
の
夏
、
路
を
転
じ
て
熊
野
に
入
り
、
歴あ

ま

ね
く
霊
場
を

拝
す
。
山
中
、
偶
々
一
僧
に
値
ひ
名
号
を
予あ

た

ふ
。
僧
、
信

念
起
ら
ざ
る
を
以
て
辞
す
。
強
ひ
て
之
を
授
く
。
旋や

や

あ
り

て
祖
、
証
誠
殿
に
趨お

も
むき
、
諸こ
れ

を
神
明
に
質た
だ

す
。
忽た
ち

ま
ち
皓

髪
の
道
士
を
恍
惚
の
間
に
現
ず
。
前す

す

み
警い
ま
しめ
て
曰
く
、
師

の
勧
進
、
太は

な
はだ
佛
証
に
違
へ
り
。
今
後
は
信
不
信
を
択え
ら

ば

ず
、
浄
不
浄
を
嫌
は
ず
、
以
て
符
を
付
す
べ
し
。
只
だ
覩み
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遥
│
遙
、 　

│
寄 

木
符
＝
形
木
『
聖
絵
』

│
釋
、
畧
│
略 

 　

│
號

│
華

囬
│
回
、

│
國 

│
縁

│
虚

│
於 

    

奉ウ
ケ

㍼権
化
之
神
託　ヲ
⊿
逾
了　ス
㍼他
力
本
願
之
深
意　ヲ
⊿

〔
第
十
段
〕

祖
遙　ル

カ
ニ

寄　ス
㍼木
符　ヲ
於
聖
戒　ニ
⊿
其
文　ニ
曰
。

　

南
無
阿
彌
陀
佛　
決
定
往
生

六
十
萬
人

判
釋
意
味
深
遠
。
今
畧　ス
㍾之　ヲ
。

　
　

頌

　

六
字
名
號
一
遍
法　

十
界
依
正
一
遍
體

　

萬
行
離
念
一
遍
證　

人
中
上
上
妙
好
華

建
治　ノ
初
。
巡　テ
㍼西
北　ヲ
㍽回カ
ヘ

㍼リ

本
國　ニ
⊿
顓モ
ツ
パ
ラ

度　ス
㍼有
縁　ヲ
⊿
群

弟
子
嘗　テ
作ナ
ス

㍼管　ノ
弦　ノ
會　ヲ
⊿
祖
詠　シ
㍾テ

歌　ヲ
誡　メ
テ

曰
。

　

逗ツ

迺ノ

句ク

伱ニ

也ヤ

。
奈ナ

尼ニ

絆ハ

母モ

能ノ

利リ

迺ノ

。
虚コ

　

苫ト

乃ノ

播ハ

婆ハ

。
安ア

斯シ

訶カ

理リ

氣ケ

理リ

登ト

。
於ヲ

墓モ

　

斐ヒ

尸シ

流ル

倍ベ

之シ

。

る
化
童
、
争
ひ
繞め
ぐ

り
、
各
お
の
符
を
乞
ひ
、
同
音
唱
佛
し

て
去
る
。
祖
、
喜
ん
で
曰
く
、
今
や
権
化
の
神
託
を
奉う

け
、
逾
い
よ
い
よ

他
力
本
願
の
深
意
を
了
ず
。

〔
第
十
段
〕

　

祖
、
遙
か
に
木
符
を
聖
戒
に
寄
す
。
其
の
文
に
曰
く

　
　

南
無
阿
弥
陀
佛
／
決
定
往
生
、
六
十
万
人

　

判
釈
す
る
に
意
味
深
遠
。
今
之
を
略
す
。

　
　
　
　

頌

　
　

六
字
の
名
号
は
一
遍
の
法
な
り　

十
界
の
依
正
は
一

遍
の
体
な
り

　
　

万
行
離
念
は
一
遍
の
証
な
り　

人
中
上
上
の
妙
好
華

な
り

　

建
治
の
初
、
西
北
を
巡め

ぐ
りて
本
国
に
回か
え

り
、
顓も
っ
ぱら
有
縁
を

度
す
。
群
弟
子
、
嘗
て
管
弦
の
会
を
作
す
。
祖
、
歌
を
詠

じ
て
誡
め
て
曰
く

　
　

つ
の
く
に
や
、
な
に
は
も
の
り
の
、
こ
と
の
は
は
、

あ
し
か
り
け
り
と
、
お
も
ひ
し
る
べ
し
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（
建
治
二
年
）
比
歳
＝

比
年
、
毎
年
の
意 

　

│
歳 

、　

│
復 

│
嘆

│
虔 

  

武
冕
＝
武
弁
、
武
士

の
こ
と 

嗽
盥
＝
た
ら
い
で
口

す
す
ぐ 

驕
亢
＝
お
ご
り
た
か

ぶ
る │

怪│
賞
讃
、

│

嘗
、

│
値
、

│

矣 
 

〔
第
十
一
段
〕

比シ
キ
リ
ノ
ト
シ歳
復マ
タ

赴　ム
㍼キ

宰
府　ニ
㍽省　ス
㍼聖
達　ヲ
⊿
達
大　ニ
喜　コ
ヒ

倶　ニ
浴　シ
㍼

澡
堂　ニ
⊿
細　カ
ニ

叩　キ
㍼道
義　ヲ
㍽論　ス
㍼修
行　ヲ
⊿
達
問　テ
曰
。
公
平

生
不
㍾勧　メ
㍼十
念　ヲ
⊿
只ヒ
タ
ス
ラ

顧
勧　ム
㍼ル
ハ

一
遍　ヲ
㍽何　ソ
ヤ

也
。
祖
應　ス
ル
ニ

以　テ
㍼ス

十
一
不
二　ノ
之
義　ヲ
⊿
達
感
嘆　シ
テ

曰
。
他　ハ
受　ク
㍼一

遍　ヲ
㍽我
受　ケ
㍼ン
ト

百
遍　ヲ
㍽便　ハ
チ

執　リ
㍼弟
子　ノ
禮　ヲ
⊿
虔ツ
ヽ
シ
ン
テ

歆ウ
ク

㍼百
遍　ノ

念
佛　ヲ
⊿

〔
第
十
二
段
〕

筑
前
遍
参　ノ
日
。
偶タ
マ
〳
〵

到　ル
㍼一
武
冕　ノ
家　ニ
⊿
主
人
便　ハ
チ

整　ノ
㍾ヘ

衣
嗽ソ
ウ

盥カ
ン
シ
テ

迎
接　シ
。
受　ケ
㍼念
佛　ヲ
㍽亦
不
㍾語　タ
㍾ラ

他　ヲ
。
祖

出　ツ
。
主
人
謂　テ
㍾客　ニ
曰
。
彼
僧
自
尊
驕
亢
可　シ
㍾謂　ツ

日
本
一　ノ
狂
惑
者
也
。
客
怪　シ
ミ

問　テ
曰
。
那ナ
ン

爲ス
レ
ゾ

受　ク
㍼

念
佛　ヲ
於
狂
惑
者　ニ
⊿
主
人　ノ
曰
念
佛　ニ
無
㍼狂
惑
⊿

祖
亦
賞
讃　シ

テ

曰
。
人
中
未　タ
㊦嘗　テ
値
㍼遇　セ
如コ
ト

㍾キ

箇カ
ク
ノ

信

徒　ニ
㍽矣
。

ス

〔
第
十
一
段
〕

　

比
し
き
り
の
と
し
歳
、
復
た
宰
府
に
赴
む
き
聖
達
を
省
す
。
達
、
大

い
に
喜
び
倶
に
澡
堂
に
浴
し
、
細
か
に
道
義
を
叩
き
、
修

行
を
論
ず
。
達
、
問
て
曰
く
、
公
、
平
生
十
念
を
勧
め

ず
、
只ひ

た
す
ら顧
、
一
遍
を
勧
む
る
は
何
ぞ
や
。
祖
、
応
ず
る
に

十
一
不
二
の
義
を
以
て
す
。
達
、
感
嘆
し
て
曰
く
、
他
は

一
遍
を
受
く
、
我
は
百
遍
を
受
け
ん
と
。
便
は
ち
弟
子
の

礼
を
執
り
、
虔
し
ん
で
百
遍
の
念
佛
を
歆う

く
。

〔
第
十
二
段
〕

　

筑
前
遍
参
の
日
、
偶た
ま

た
ま
一
武
冕
の
家
に
到
る
。
主

人
、
便
は
ち
衣
を
整
へ
嗽そ

う
か
ん盥
し
て
迎
接
し
、
念
佛
を
受

け
、
ま
た
他
を
語
ら
ず
、
祖
、
出
づ
。
主
人
、
客
に
謂い

っ

て

曰
く
、
彼
の
僧
自
尊
驕
亢
、
謂
つ
べ
し
、
日
本
一
の
狂
惑

者
な
り
。
客
怪
し
み
問
て
曰
く
、
那な

ん
す
れ
ぞ為
念
佛
を
狂
惑
者

に
受
く
。
主
人
の
曰
く
、
念
佛
に
狂
惑
な
し
、
と
。
祖
、

ま
た
賞
讃
し
て
曰
く
、
人
中
、
未
だ
嘗
て
箇か

く
の
如
き
信

徒
に
値
遇
せ
ず
。
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│
處 

  

│
黎 

   

接
＝
譍
接
・
應

接
。

│
懐 

│
即
、

│
劗
、

│
此
、

│
餘 

  （
弘
安
二
年
）

　

│
座

　

│
夢

〔
第
十
三
段
〕

時 ニ

機
縁
未　タ
㍾熟　セ
被
化　ノ
者
罕
少
。
以　テ
㍾故　ヲ
供
遺

不
㍾継　ツ

カ

衣
鉢
乏
絶　ナ
レ
㎞

祖
處　テ
㍾之　ニ
晏
如　タ
リ

也
。

謁　ス
㍼ル

大
隅
八
幡
宮　ニ
㍽日
。
神　ニ
詠　シ
テ

曰

　

騰ト

許コ

斗ト

麼ハ

珥ニ

。
南ナ

無ム

阿ア

彌ミ

陀ダ

佛ブ

等ト

。
刀ト

　

那ナ

布フ

黎レ

婆バ

南ナ

無モ

阿ア

彌ミ

陀ダ

佛ブ

迩ニ

。
莵ウ

麻マ

　

連レ

許コ

蘇ソ

秀ス

禮レ

。

〔
第
十
四
段
〕

歴　テ
㍼豊
後　ヲ
㍽至　ル
㍼備
前　ニ
⊿
某　ノ
妻
篤ア
ツ
ク

悦　コ
㍼ヒ

其　ノ
教　ヲ
㍽為　ナ
㍾ル

尼　ト
。

某
怒　ツ

テ

擬　ス
㍾害　セ
㍾ン
ト

祖　ヲ
。
祖
雍ヨ
ウ

接セ
ツ

坦タ
ン

然子
ン

。
某
深　ク
懐イ
ダ

㍼キ

慚

恨　ヲ
⊿
即
下
劗キ
ツ

㍾テ

髪　ヲ
列　ス
㍼徒
弟　ニ
⊿
此
間
靡ナ
ビ

㍾キ

化　ニ
為ナ
ル

㍾僧　ト

者
。
前
後
二
百
八
十
餘
人
。

〔
第
十
五
段
〕

二
年
春
祖
再　タ

ビ

上
洛　シ
。テ

踵イ
タ

㍼ル

因
幡
堂　ニ
⊿
有　リ
㍼寺
法
⊿

不
㍾許　サ
㊦遍
参
僧
止
㍼住　ス
ル
ヲ

堂
内　ニ
⊿
祖
因　テ
占シ
メ

㍼座　ヲ
堂

外　ニ
⊿
念
々
唱
佛　ス
。
迨オ
ヨ

㍼ビ

夜
闌　ニ
⊿
適タ
マ
〳
〵

寺
主
覚
順
夢　ム
ラ
ク

ス

〔
第
十
三
段
〕

　

時
に
機
縁
未
だ
熟
せ
ず
、
被
化
の
者
罕
少
。
故
を
以
て

供
遺
、
継
か
ず
。
衣
鉢
乏
絶
な
れ
ど
も
、
祖
、
之
に
処
し

て
晏
如
た
り
。
大
隅
八
幡
宮
に
謁
す
る
日
、
神
に
詠
じ
て

曰
く

　
　

と
こ
と
は
に
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
と
、
と
な
ふ
れ
ば
、

な
も
あ
み
だ
ぶ
に
、
う
ま
れ
こ
そ
す
れ

〔
第
十
四
段
〕

　

豊
後
を
歴
て
備
前
に
至
る
。
某
の
妻
、
篤あ

つ

く
そ
の
教
を

悦
こ
び
尼
と
な
る
。
某
、
怒
っ
て
祖
を
害
せ
ん
と
擬
す
。

祖
、
譍
（
応
）
接
坦
然
。
某
、
深
く
慚
恨
を
懐
き
、
即

下
、
髪
を
劗き

っ

て
徒
弟
に
列
す
。
こ
の
間
、
化
に
靡な
び

き
僧
と

為
る
者
、
前
後
二
百
八
十
余
人
。

〔
第
十
五
段
〕

　

二
年
春
、
祖
、
再
た
び
上
洛
し
て
、
因
幡
堂
に
踵い

た

る
。

寺
法
あ
り
。
遍
参
僧
、
堂
内
に
止
住
す
る
を
許
さ
ず
。

祖
、
因
て
座
を
堂
外
に
占
め
、
念
々
唱
佛
す
。
夜
闌
に
迨お

よ
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│
賓

　

│
迎
、

│
欵
、 

　

│
遽 

欵
誠
＝
ま
ご
こ
ろ
・

忠
実
の
意 

　

│
驚
、 　

│
冥
、 

　

│
遽 

  

権
輿
＝
は
じ
ま
り 

│
蓋
、

│
輿 

│
繹

堵
＝
か
き

　

│
承

│
國
、

│
紫

│
豪
、

│
踊

│
或

　

│
寄

本
尊
薬
師
佛
誥ツ
ケ
テ

曰　ク
。
我
得　タ
㍼リ

大
賓　ヲ
⊿
現　ニ
在　リ
㍼堂

外　ニ
⊿
宜　シ
㊦ク

駿
迎　シ
テ

以　テ
盡　ス
㍼欵ク
ワ
ン

誠セ
イ

⊿ヲ

順
驚
覚　シ
遽ニ
ハ
カ
ニ

延ヒ
キ

㍼祖　ヲ

于
内
陣　ニ
㍽饗
待
奔
走　シ
舎　ス
㍼諸コ
レ
ヲ

廊
上　ニ
⊿
顧オ
モ
フ
ニ

佛
愍　レ
㍼ミ

祖
師
化
導　ノ
之
願
楽　ヲ
⊿
深　ク
垂　ル
㍼ヽ

冥
護　ヲ
㍽者
歟
。
依　テ

㍾是　ニ
祖
留
錫
奉
侍　シ
。
延ヒ
イ
テ

至　ル
㍼八
月　ニ
⊿

〔
第
十
六
段
〕

踊
念
佛 ハ

蓋　シ
権
㍼輿　ス
于
空
也
⊿
當
時
機
法
未　タ

㍾熟　セ
。
利
益
殆　ン
ト

鮮　ナ
シ

矣
。
今コ
ト
シ茲
祖
緬ハ
ル
カ
ニ

繹タ
ズ

㍼ネ

其
絶ゼ
ツ

響キ
ヤ

㍽ウ
ヲ

重　子
テ

修　ス
㍼於
信　ノ
小
田
切
邨　ニ
㍽結
縁
者
如　シ
㍾堵ト
ノ

。
嗣シ

后ゴ

相
承　シ
。
定　メ
テ

為　ル
㍼一
期　ノ
之
行
式　ト
⊿
先サ
キ

㍾是　ヨ
リ

再　タ
ヒ

入

㍾信　ニ
。
布ク

㍼化　ヲ
國
内　ニ
⊿
時　ニ
有　リ
㍼紫
雲　ノ
瑞
⊿
観　ル
者
以　テ
為　ス
㍼

熟
機　ノ
之
應
験　ト
⊿

寓　ス
㍼ル

近
江
守モ
リ

山ヤ
マ

㍽ニ

時
。
山
僧
重ヂ
ウ

豪ガ
ウ

詰ナ
ジ

㍼ル

踊
念
佛　ヲ
⊿

祖
言
下
以　テ
㍾歌　ヲ
應コ
ト

。フ

或
僧
謂　テ
曰
心
以　テ
為　ス
㍾主　ト

外
相
何　ン
カ

有　ン
。
亦
寄　テ
㍾歌　ヲ　

答　フ
㍼其
意　ニ
⊿
二
歌
載　タ
㍼リ

縁

び
、
適
た
ま
寺
主
覚
順
夢
む
ら
く
。
本
尊
薬
師
佛
誥つ

げ
て

曰
く
、
我
、
大
賓
を
得
た
り
。
現
に
堂
外
に
在
り
。
宜
し

く
駿
迎
し
て
以
て
欵
誠
を
尽
く
す
べ
し
。
順
、
驚
覚
し
遽に

わ

か
に
祖
を
内
陣
に
延ひ

き
饗
待
奔
走
し
、
諸こ

れ
を
廊
上
に
舎

す
。
顧お

も

ふ
に
佛
、
祖
師
化
導
の
願
楽
を
愍
れ
み
、
深
く
冥

護
を
垂
る
る
者
か
。
是
に
依
り
て
祖
、
留
錫
奉
侍
し
、
延ひ

い
て
八
月
に
至
る
。

〔
第
十
六
段
〕

　

踊
念
佛
は
、
蓋
し
空
也
に
権
輿
す
。
当
時
機
法
未
だ
熟

せ
ず
。
利
益
殆
ん
ど
鮮す

く

な
し
。
今こ
と
し茲
祖
、
緬は
る

か
に
そ
の
絶

響
を
繹た

ず

ね
、
重
ね
て
信
の
小
田
切
邨
に
修
す
結
縁
者
、
堵

の
如
し
。
嗣
后
相
承
し
、
定
め
て
一
期
の
行
式
と
為
る
。

是
れ
よ
り
先
、再
た
び
信
に
入
り
、化
を
国
内
に
布
く
。時

に
紫
雲
の
瑞
あ
り
。
観
る
者
、以
て
熟
機
の
応
験
と
為
す
。

　

近
江
守
山
に
寓
す
る
時
、
山
僧
重
豪
、
踊
念
佛
を
詰な

じ

る
。
祖
、
言
下
に
歌
を
以
て
応こ

た

ふ
。
あ
る
僧
謂い
っ

て
曰
く
、

心
以
て
主
と
為
す
、
外
相
何
ん
か
有あ

ら

ん
。
ま
た
歌
を
寄
せ
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│
起 

 
│
頃
、

│
佐

│
郎
、

│
業

│
悠
、 　

│
歳

│
數 

│
踊
、
桟
板
＝
い

た
じ
き
、

│
毀 

   「
ふ
れ
ば
ぬ
れ
」『
絵

詞
伝
』 

起　ニ
⊿
可　シ
㍼往　テ
観　ル
⊿

〔
第
十
七
段
〕

弘
安
二
年　ノ
頃コ
ロ

。ホ
ヒ

信
濃
佐サ

久ク

郡　ニ
㍼有
大
井
太

郎　ト
云

者
⊿
夙ツ
ト
ニ

薫ク
ン

㍼沐モ
ク
シ

祖
德　ニ
㍽専
念　ノ
之
業
不
㍾捨　テ
㍼晝

夜　ヲ
⊿
其
女
兄
無　ク
㍼道
心
⊿
悠
々
送　ル
㍼歳
月　ヲ
⊿
一
夜

會タ
マ
〳
〵

夢ユ
メ

∮ム

無
數　ノ
佛
繞　リ
㍾屋　ヲ
行
道　ス
中　ニ
有
㍼一
巨
佛
㍽

名ナ
ツ
ケ
テ

曰　フ
∫ト

一
遍　ト
∵
方ア
タ

㍾リ

時　ニ
女
兄
幡ハ
ン

然
回メ
ク

㍾ラ
シ

志　ヲ
。
請　テ
㍾祖

踊
念
佛　ス

ル

者
連
三
日
夜
。
棧サ
ン

板パ
ン

為　メ
㍾ニ

之　レ
カ

毀
裂　ス
。

家
人
請　フ
㍾修　セ
㍾ン
ト

之　ヲ
女
兄
曰
。
毋ナ
カ

㍾レ

以　テ
ス
ル

存ノ
コ

㍼シ
テ

景
迹　ヲ
⊿

永　ク
為　セ
㍼ン

聖
人
之
記
念　ト
⊿

〔
第
十
八
段
〕

過ス
ク

㍼ル

下
野
小
野
寺　ヲ
㍽日
逢　フ
㍼急
雨　ニ
⊿
一
行　ノ
僧
尼

衣
衲
淋リ

ン

漓リ

。
各
脱ダ
ツ

卸シ
ヤ
シ
テ

暵カ
ワ

㍾カ
ス

之　ヲ
。
祖
為ツ
ク

㍾リ
テ

歌　ヲ
曰

　

賦フ

良ラ

婆バ

怒ヌ

禮レ

。
怒ヌ

流ル

禮レ

婆バ

勾カ

和ワ

區ク

。
蘇ソ

　

題デ

乃ノ

宇ウ

幣ヘ

曰ヲ

。
安ア

賣メ

斗ト

帝テ

怡イ

徒ト

布フ

。
弭ヒ

イ
タ
シ
キ

て
、
そ
の
意
に
答
ふ
。
二
歌
、
縁
起
に
載
せ
た
り
。
往ゆ
き

て

観
る
べ
し
。

〔
第
十
七
段
〕

　

弘
安
二
年
の
頃

こ
ろ
ほ
ひ、
信
濃
佐
久
郡
に
大
井
太
郎
と
云
う

者
有
り
。
夙つ

と

に
祖
徳
に
薫
沐
し
専
念
の
業
、
昼
夜
を
捨
て

ず
。
其
の
女
兄
道
心
な
く
、
悠
々
歳
月
を
送
る
。
一
夜
、

会
た
ま
た
ま

無
数
の
佛
、
屋
を
繞
り
行
道
す
中
に
一
巨
佛
あ
り
。

名
づ
け
て
一
遍
と
曰
ふ
と
夢
む
。
時
に
方あ

た

り
女
兄
、
幡
然

志
を
回め

ぐ

ら
し
、
祖
を
請
て
踊
念
佛
す
る
者
、
連
三
日
夜
、

桟い
た
じ
き板
、
之
が
為
に
毀
裂
す
。
家
人
之
を
修
せ
ん
と
請
ふ
。

女
兄
曰
く
、
以
て
す
る
毋な

か
れ
。
そ
の
景
迹
を
存の
こ

し
て
、

永
く
聖
人
の
記
念
と
せ
ん
。

〔
第
十
八
段
〕

　

下
野
小
野
寺
を
過
ぐ
る
日
、
急
雨
に
逢
ふ
。
一
行
の
僧

尼
、
衣
衲
淋
漓
、
各
お
の
脱
卸
し
て
之
を
暵か

わ

か
す
。
祖
、

歌
に
為つ

く

り
て
曰
く

　
　

ふ
ら
ば
ぬ
れ
、
ぬ
る
れ
ば
か
わ
く
、
そ
で
の
う
へ
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書　
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文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註
 

│
屡

│
於

│
慕

（
弘
安
三
年
） 

│
邁 

 

│
等 

墳
＝
墓 

  　

│
余

│
微 

　

妬ト

ゾ

ハ

カ

ナ

キ

叙
麼
迦
儺
岐
。

時
衆　ノ
尼
遭ア
ヒ

㍾事　ニ
發　ス
㍾恚イ
カ

。リ
ヲ

其
戒　メ
ノ

詞

　

矩ク

モ

ト

ナ

ル

墓
登
難
屡
。
祁ケ

ム

リ

ナ

タ

テ

ソ

霧
理
奈
哆
氐
層
。
阿ア

　

摩マ

ノ

ハ

ラ

能
破
良
。
都ツ

キ

ハ

オ

ノ

レ

ト

企
波
於
迺
黎
止
。
何カ

ス殊

　

牟ム

モ

ノ

カ

ハ

慕
乃
訶
播

〔
第
十
九
段
〕

三
年
邁ユ

キ

㍼陸
奥　ニ
㍽過　グ
㍼白
川　ノ
関　ヲ
⊿
題　

㎜

㍼於
神
祠　ノ
柱　ニ
㍽

曰
　

愈ユ

ク

ヒ

ト

ヲ

句
譬
徒
汗
。
瀰ミ

ダ

ノ

チ

カ

ヒ

ニ

儴
迺
旎
箇
臂
你
。
莫モ

　

邏ラ

サ

ジ

ト

遮
姒
等
。
奈ナ

ヲ

コ

ソ

ト

ム

レ

袁
古
素
苫
武
連
。
斯シ

ラ良

　

迦カ

ハ

ノ

セ

キ

波
農
細
枳

入　リ
㍼江エ

刺サ
シ

郡　ニ
㍽掃ハ
ラ

㍼ヒ

祖
父
通
信　ノ
墳　ヲ
⊿
懇子
ム
コ
ロ
ニ

修　ス
㍼轉
經

念
佛　ヲ
⊿
其
薦セ
ン

誠セ
イ
ノ

歌　
三
首
今
節
二

　

破ハ

カ

ナ

シ

ナ

嘉
那
志
奈
。
始シ

バ

シ

カ

バ

ネ

ノ

縻
尸
介
婆
泥
迺
。
久ク

　

遅ヂ

ヌ

ホ

ト

怒
富
杼
。
能ノ

ハ

ラ

ノ

ツ

チ

ハ

麼
良
迺
莵
癡
半
。
余ヨ

ソ序

　

尼ニ

ミ

エ

ケ

リ

微
曵
氣
李

を
、
あ
め
と
て
い
と
ふ
、
ひ
と
ぞ
は
か
な
き

　

時
衆
の
尼
、
事
に
遭
ひ
、
恚い
か
りを
発お
こ

す
。
そ
の
戒
の
詞

　
　

く
も
と
な
る
、
け
む
り
な
た
て
そ
、
あ
め
の
は
ら
、

つ
き
は
を
の
れ
と
、
か
す
む
も
の
か
は

〔
第
十
九
段
〕

　

三
年
、
陸
奥
に
邁ゆ

き
、
白
川
の
関
を
過
ぐ
。
神
祠
の
柱

に
題
し
て
曰
く

　
　

ゆ
く
ひ
と
を
、
み
だ
の
ち
か
ひ
に
、
も
ら
さ
じ
と
、

な
を
こ
そ
と
む
れ
、
し
ら
か
は
の
せ
き

　

江
刺
郡
に
入
り
、
祖
父
通
信
の
墳
を
掃は

ら

ひ
、
懇
に
転
経

念
佛
を
修
す
。
そ
の
薦
誠
の
歌　
三
首
今
節
二

　
　

は
か
な
し
な
、
し
ば
し
か
ば
ね
の
、
く
ち
ぬ
ほ
ど
、

の
は
ら
の
つ
ち
は
、
よ
そ
に
み
え
け
り
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（
弘
安
四
年
） 

兇
棍
＝
わ
る
も
の 

│
擎
、
叉
木
＝
ま

た
ぶ
り
『
聖
絵
』 

鹵
略
＝
鹵
掠
、
か
す

め
と
る 

薅
惱
│
「
障
礙
」『
聖

絵
』、「
娠
悩
」
の
ミ

ス
か
？
「
悩
み
を
は

ら
む
」 

│
園
、

│
緍 

錢
五
十
緍
、「
鵞
眼
五

十
貫
」『
聖
絵
』『
年

譜
略
』。

│
業 

（
弘
安
五
年
） 

│
鎌
、

│
此
、

│
易

児
嚢
坂
、「
小
袋
坂
」

『
聖
絵
』『
年
譜
略
』 

│
數 

│
虐
、

│
爾

〔
第
二
十
段
〕

陸
奥
勧
化
紇オ

ハ

。リ

徂ユ
ク

㍼常
陸　ニ
⊿
國　ノ
之
兇キ
ヨ
ウ

棍コ
ン

鹵ロ

㍼略リ
ャ
ク
ス

時
衆　ノ
尼　ニ
⊿
其
人
夢
裡　ニ
有
㍼異
僧
⊿
手　ニ
擎ヒ
ツ

㍼サ
ケ

叉サ

木ボ
ク

⊿

痛ツ
ヨ
ク

撞ツ
キ

㍾之　ヲ
詈ノ
ヽ
シ
ツ
テ

曰
。爾ナ
ン
ジ

薅カ
ウ

㍼惱ノ
フ
ス

行
者　ヲ
⊿
其ソ
レ

太ハ
ナ
ハ
ダ

無
道　ナ
。リ
ト

己　ニ
悟　リ
遍
身
麻
木　シ
不
㍾能　ハ
㍼少ス
コ
シ
モ

動　ク
⊿
其
父
泣　テ
頻シ
キ
リ
ニ

乞　フ
㍼抜
済　ヲ
⊿
祖
乃　ハ
チ

往　テ
對　ス
㍼其
人　ニ
⊿
疾
苦
立　ト
コ
ロ
ニ

痊イ
ユ

。
又

有
㍼一
信
人
⊿
至
心
遨ム

カ

㍾ヘ

祖　ヲ
供
養
三
七
日
。
日

後
掃　フ
㍼ト
キ

庭
園
⊿
偶タ
マ
〳
〵

拾　フ
㍼錢
五
十
緍ビ
ン
ヲ

于
溝
内　ニ
⊿
人

以　テ
為　ス
㍼現
業
之
所
感　ト
⊿

〔
第
二
十
一
段
〕

五
年
春
将　ニ
㍾行　ン
㍼ト

鎌
倉　ニ
㍽示　シ
㍼テ

時
衆　ニ
㍽曰
。
視　テ
㍼此
行　ノ

之
難
易　ヲ
⊿
可　シ
㊦以　テ
定　ム
㍼化
益　ノ
之
有
無　ヲ
⊿
我ワ
ガ

道　モ
設

令シ

不ズ
ン

㍾ハ

行　ナ
ハ
レ

乎
。
以　テ
㍼鎌
倉　ヲ
㍽為セ
ン

㍼ト

死
所　ト
⊿
至　レ
ハ

則
會タ
マ
〳
〵

値ア
フ

㍼

執
権
北
條
氏　ニ
于
児コ
ブ
ク
ロ
サ
カ

嚢
坂
⊿ニ

喝カ
ツ

道
數
聲　シ
避　ケ
シ
ム

㍾路　ヲ
。祖
不ザ
ル

㍾ゴ
ト
ク

聞　カ
衝　ク
㍾節　ヲ
。前
驅
怒　リ
撻
㍼　

師
弟　ヲ
㍽連レ
ン

下カ

。

極　メ
㍾テ

口　ヲ
罵バ
リ
ス詈
。
祖
無
㍼痛イ
タ
メ
ル

色
㍽徐シ
ヅ
カ
ニ

言　テ
曰
。
既　ニ
陥　イ
㍼ル

凌リ
ョ
ウ

虐ギ
ャ

㍽ク
ニ

今
将ハ
タ

安イ
ツ
ク
ン
カ

之ユ
カ

。ン

應　ニ
期　ス
㍼畢
命　ヲ
於
此コ
ヽ

㍽ニ

爾ノ
ミ

。ト

吏
纔ワ
ツ
カ
ニ

ス

サ
キ
ハ
ラ
ヒ 

ウ
ツ
ヿ
　
　

〔
第
二
十
段
〕

　

陸
奥
勧
化
紇お

は

り
、
常
陸
に
徂ゆ

く
。
国
の
兇
棍
、
時
衆
の

尼
を
鹵ろ

り
ゃ
く略
す
。
そ
の
人
、
夢
裡
に
異
僧
あ
り
。
手
に
叉
木

を
擎ひ

っ
さげ
、
痛つ
よ

く
之
を
撞つ

き
詈
の
の
し

っ
て
曰
く
、
爾な
ん
じ、
行
者
を

娠し
ん

悩の
う

す
。
そ
れ
太は
な
はだ
無
道
な
り
と
。
己
に
悟
り
遍
身
麻
木

し
少
し
も
動
く
能
は
ず
。
そ
の
父
泣
ひ
て
頻
り
に
抜
済
を

乞
ふ
。
祖
、
乃す

な

は
ち
往ゆ
き

て
そ
の
人
に
対
す
。
疾
苦
立
ち
ど

こ
ろ
に
痊い

ゆ
。
ま
た
一
信
人
有
り
。
至
心
祖
を
遨む
か

へ
供
養

三
七
日
。
日
後
、
庭
園
を
掃
ふ
と
き
、
偶
た
ま
銭
五
十
緍び

ん

を
溝
内
に
拾
ふ
。
人
以
て
現
業
の
所
感
と
為
す
。

〔
第
二
十
一
段
〕

　

五
年
春
、
将
に
鎌
倉
に
行
か
ん
と
す
。
時
衆
に
示
し
て

曰
く
、
こ
の
行
の
難
易
を
視
て
、
以
て
化
益
の
有
無
を
定

む
べ
し
。
我
が
道
も
設
け
て
行
な
は
れ
ず
ん
ば
や
。
鎌
倉

を
以
て
死
所
と
せ
ん
と
。
至
れ
ば
則
ち
会

た
ま
た
ま

執
権
北
條
氏

に
児こ

ぶ
く
ろ
さ
か

嚢
坂
に
値
ふ
。
喝
道
数
声
し
路
を
避
け
し
む
。
祖
、

聞
か
ざ
る
ご
と
く
節
を
衝つ

く
。
前
駆
怒
り
師
弟
を
撻う

つ
こ

と
連
下
、
口
を
極
め
て
罵め

詈り

す
。
祖
、
痛
め
る
色
な
く
徐し
ず
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觧
↓
解
、 　

│
厚

旬
餘
＝
十
日
あ
ま
り 

  （
弘
安
五
年
） 

│
藏 

│
紫
、

│
屡 

│
華
、

│
或 

│
於

│
虚
、

│
微 

  　

│
蒙 

  

觧　キ
㍾威　ヲ
逐　フ
㍾之　ヲ
。
闔
郷
奔
波　シ
テ

厚　ク
哀　レ
㍼ミ

師
弟　ヲ
㍽供
敬　ス
ル
ヿ

旬
餘
。
度
生　ノ
者
以　テ
㍾千　ヲ
數カ
ゾ

。フ

〔
第
二
十
二
段
〕

五
年
春
卓タ

ク

㍼錫シ
ャ
ク
シ

片カ
タ

瀬セ
ノ

地
蔵
堂　ニ
⊿
断
食　シ
テ

別
行　ス
。

信
縁
景カ

ケ
ノ
コ
ト
ク

属ツ
ク

。
其
時
紫
雲
屡シ
バ
〳
〵

弥ワ
タ

㍾リ

空　ニ
。
天
頻　リ
ニ

雨　フ
㍼ラ
ス

妙
華　ヲ
⊿
或　ヒ
ト

問　フ
㍼其
理　ノ
⊿
祖
曰
不
㍾識シ
ラ

其
時　ノ
詠　ニ
曰

 

二
首
節
一

　

磋サ

ケ

バ

サ

キ

氣
婆
磋
紀
。
知チ

レ

バ

オ

ノ

レ

ト

連
婆
於
迺
禮
止
。
遅チ

　

流ル

ハ

ナ

ノ

半
奈
能
。
碁コ

ト

ハ

リ

ニ

コ

ソ

止
波
里
尓
虚
叙
。
微ミ

ハ波

　

那ナ

リ

ニ

ケ

レ

利
爾
祁
例
。

投　ス
㍼ル

伊
豆
三ミ

島シ
マ

㍽ニ

日
。
時
衆
同
時　ニ
就　ク
㍾寂　ニ
者
七

八
人
。
祠
官
不　シ
㍾テ

忌イ
マ

㍾之　ヲ
結
縁　ス
。
一　モ
罔ナ
シ

∮蒙フ
ル

㍾崇タ
ヽ
リ
ヲ

者
∵

可　シ
㍾見　ル
∮和
光
利
物
之
誓
無ナ
キ

∟ヲ

間ヘ
ダ

㍼テ

於
生
死　ニ
㍽也
。

か
に
言
て
曰
く
、
既
に
凌
虐
に
陥
い
る
。
今
、
将は
た

安い
ず

く
ん

か
之ゆ

か
ん
。
応
に
畢
命
を
此
に
期
す
べ
き
の
み
と
。
吏
、

纔わ
ず

か
に
威
を
解
き
之
を
逐
ふ
。
闔
郷
奔
波
し
て
厚
く
師
弟

を
哀
れ
み
、
供
敬
す
る
こ
と
旬
余
、
度
生
の
者
、
千
を
以

て
数
ふ
。

〔
第
二
十
二
段
〕

　

五
年
春
、
片
瀬
の
地
蔵
堂
に
卓
錫
し
、
断
食
し
て
別
行

す
。
信
縁
景か

げ

の
ご
と
く
属つ

く
。
そ
の
時
、
紫
雲
屡
し
ば
空

に
弥わ

た

り
、
天
頻
り
に
妙
華
を
雨
ふ
ら
す
。
或
る
ひ
と
、
そ

の
理
を
問
ふ
。
祖
、
曰
く
、
識
ら
ず
。
そ
の
時
の
詠
に
曰

く　
二
首
節
一

　
　

さ
け
ば
さ
き
、
ち
れ
ば
お
の
れ
と
、
ち
る
は
な
の
、

こ
と
は
り
に
こ
そ
、
み
は
な
り
に
け
れ

　

伊
豆
三
島
に
投
ず
る
日
、
時
衆
、
同
時
に
寂
に
就
く
者

七
八
人
。
祠
官
、
之
を
忌
ま
ず
し
て
結
縁
す
。
一
も
崇
り

を
蒙
ぶ
る
者
な
し
。
和
光
利
物
の
誓
、
生
死
に
間へ

だ

て
な
き

を
見
る
べ
し
。
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「
巻
下
」
題
額
字

  

│
此 

  　

│
迎
、

│
稱 

 　

│
死 

 　

│
擧
、

│
慮

│
屡

遥
│
遙 

  

属
日
＝
単
に
「
属
」・

「
今
属
」
と
も 

　

│
號
、
埀
│
垂

藤
澤
山
清
浄
光
寺
藏
版

〔
第
二
十
三
段
〕

此
秋
西
趣オ
モ

㍼ム
ク

京
師　ニ
⊿
鰺ア
ヂ

坂サ
カ

入
道　ト
云

者
諦
㍼聴　シ
末

期　ノ
持
念　ヲ
⊿
約　シ
テ

曰
應マ
サ

㍾ニ

俟マ
ツ

㍼行　ヲ
於
蒲カ
ン

原ハ
ラ

⊿ニ

晋ス
ヽ
ン
テ

及　ヒ
㍼富

士
河　ニ
⊿
便　ハ
チ

下　リ
㍾馬　ヲ
約　シ
㍼其
絆ハ
ン

縄ジ
ョ
ウ
ヲ

於
腰ヨ
ウ

間カ
ン

⊿ニ

謂　テ
㍼従

僕　ニ
㍽曰
。
我　レ
聞　ク
臨
終　ニ
唱
名　ス
レ
バ

佛
即　ハ
チ

來
迎　ス
。ト

稱
名

十
聲　シ

テ

躍　テ
入
㍾水
。
爾
時
紫
雲
靉ア
イ

靆タ
イ

。シ

音
楽
聞　コ
ユ

㍾空　ニ
。
頃シ
ハ

之ラ
ク
ア
ツ
テ

開　テ
㍾水　ヲ
観　ル
㍾ニ

之　ヲ
。
死
相
端
厳
猶　ホ
若　シ
㍾生イ
ケ

。ル

祖
誅ル
ヰ
ニ

曰

　

擧コ

コ

ロ

ヲ

バ

々
慮
袁
縻
。
珥ニ

シ

ニ

カ

ヘ

ヒ

ノ

志
尓
架
該
比
迺
。
難ナ

　

餓ガ

レ

ユ

ク

禮
喩
玖
。
未ミ

ツ

ノ

ウ

ヘ

ナ

ル

頭
迺
禹
幣
那
屡
。
安ア

ハ半

　

令レ

ヨ

ノ

ナ

カ

遙
迺
奈
箇
。

〔
第
二
十
四
段
〕

祖
属コ

ノ
ゴ
ロ日
報　ス
㍼ル

託タ
ク

磨マ

法
印　ニ
㍽書　ニ
有　リ
㍾曰イ
ヘ
ル

　

一
稱
名
號
中　

三
尊
垂
化
用

ベ
シ

藤
沢
山
清
浄
光
寺
蔵
版

〔
第
二
十
三
段
〕

　

こ
の
秋
、
西
は
京
師
に
趣
く
。
鰺
坂
入
道
と
い
う
者
、

末
期
の
持
念
を
諦
聴
し
、
約
し
て
曰
ふ
、
応
に
行
を
蒲
原

に
俟ま

つ
べ
し
。
晋す
す

ん
で
富
士
河
に
及
び
、
便
は
ち
馬
を
下

り
、
そ
の
絆
縄
を
腰
間
に
約
し
、
従
僕
に
謂
て
曰
く
、
我

れ
聞
く
、
臨
終
に
唱
名
す
れ
ば
佛
即
は
ち
来
迎
す
と
。
称

名
十
声
し
て
躍
り
て
水
に
入
る
。
爾そ

の
時
、
紫
雲
靉
靆

し
、
音
楽
空
に
聞
こ
ゆ
。
頃

し
ば
ら
く
あ
っ
て
之
水
を
開
ひ
て
之
を
観

る
に
、
死
相
端
厳
、
猶
ほ
生
け
る
若
し
。
祖
、
誅
（
る

い
・
し
の
び
ご
と
）
に
曰
く

　
　

こ
こ
ろ
を
ば
、
に
し
に
か
け
ひ
の
、
な
が
れ
ゆ
く
、

み
づ
の
う
へ
な
る
、
あ
は
れ
よ
の
な
か

〔
第
二
十
四
段
〕

　

祖
、
属こ

の
ご
ろ日
、
託
磨
法
印
に
報
す
る
書
に
曰
へ
る
有
り

　
　

一
称
名
号
の
中
に　

三
尊
化
用
を
垂
れ
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│
慮

巳
↓
己 

  

它
│
他 

    （
弘
安
六
年
） 

│
甚

　

│
脇

　

│
夢 

 　

│
座

　

十
方
衆
生
前　

九
品
顕
來
迎

　

句ク

モ

リ

ナ

キ

母
離
那
耆
。
序ソ

ラ

ハ

モ

ト

ヨ

リ

邏
半
謀
騰
與
利
。
閇ヘ

　

陀ダ

テ

ネ

バ

涅
泥
播
。
故コ

コ

ロ

ソ

ニ

シ

ニ

々
慮
叙
尼
伺
貮
。
フ

矩ク

　

流ル

ツ

キ

カ

ケ

逗
己
架
概
。

尾
張　ノ
信
者
二ニ
ノ

宮ミ
ヤ

某
。
疾ヤ
マ
ヒ

病ヘ
イ
ナ
リ

希子
カ

㊦フ

一　タ
ヒ

覿マ
ミ

㍾ヱ

祖　ニ
以　テ

償ツ
ク

㍼ナ
ハ
ン
ト

旧
約　ヲ
⊿ハ

髣ホ
ウ

髴ホ
ツ

中
覩ミ

㍾有　ル
㍼ヲ

祖
現
前　シ
西　ニ
嚮　テ
引

接　ス
ル

之
状　ヲ
⊿
心
地
歓
喜　シ
奄エ
ン

忽コ
ツ
ト
シ
テ

逝ユ
ク

矣
。
其ソ
ノ

它タ

。
專

修
篤
信
遂　ル
㍼素
懐　ヲ
㍽者
前　ニ
有
㍼生
阿
㍽後　ニ
有
㍼能

念
⊿

〔
第
二
十
五
段
〕

六
年
行
㍼法　ス
于
尾
張　ノ
甚
目
寺　ニ
⊿
資
糧
中ナ
カ
ゴ
ロ

竭ツ
キ

人ヒ
ト

有　リ
㍼憂
色
⊿
祖
厲ハ
ケ
マ
シ
テ

曰
。
糧カ
テ

盡ツ
ク
ル
ト
モ

法
命　ハ
無　シ
㍾盡　ク
。ル
コ
ト

汝

曹ト
モ
カ
ラ

力ツ
ト
メ
ヨ
ヤ

哉
。
寺　ノ
之
脇
尊
。
毘
沙
門
天
霊
應
夙ツ
ト
ニ

著イ
チ

。シ
ル
シ

其
夜
萱カ
ヤ

野ノ
ノ

二
富
人
同
時
有　リ
㍾夢
。
天
王

臨
告　シ

テ

曰
。
有
㍼尊
客
⊿
疾ハ
ヤ
ク

来　ツ
テ

可　シ
㍼ト

以　テ
供
給　ス
⊿
二
人

卒ニ
ハ
カ
ニ

調ト
ヽ

㍼ノ
ヘ

羞シ
ウ

具グ

造イ
タ

㍼ル

祖　ノ
許　ニ
⊿
適タ
マ
〳
〵

風
巻　キ
㍼壇
帷　ヲ
㍽露ア
ラ

㍾ハ
ス

佛　ヲ
。

衆
進　シ

テ

拜　ス
㍾ル
ニ

之　ヲ
天
王
離　レ
㍾テ

座　ヲ
鴻コ
ウ

立リ
ツ

。シ

政マ
サ
シ
ク

似ニ
タ

㍼リ

迓　カ
㍾フ
ル

祖　ヲ

　
　

十
方
衆
生
の
前
に　

九
品
の
来
迎
を
顕
わ
す

　
　

く
も
り
な
き
、
そ
ら
は
も
と
よ
り
、
へ
だ
て
ね
ば
、

こ
こ
ろ
ぞ
に
し
に
、
ふ
く
る
つ
き
か
げ

　

尾
張
の
信
者
二
宮
某
、
疾
病
な
り
。
一
た
び
祖
に
覿ま

み

え

以
て
旧
約
を
償
な
は
ん
と
希ね

が

ふ
。
髣
髴
中
、
祖
、
現
前
し

西
に
嚮む

か
って
引
接
す
る
の
状
あ
る
を
覩み

て
、
心
地
歓
喜
し
奄

忽
と
し
て
逝
く
。
そ
の
他
、
專
修
篤
信
、
素
懐
を
遂
げ
る

者
、
前
に
生
阿
あ
り
、
後
に
能
念
あ
り
。

〔
第
二
十
五
段
〕

　

六
年
、
尾
張
の
甚
目
寺
に
行
法
す
。
資
糧
中
ご
ろ
竭つ

き
、
人
憂
色
あ
り
。
祖
、
励は

げ厲
ま
し
て
曰
く
、
糧か
て

尽
く
る

と
も
法
命
は
尽
く
る
こ
と
な
し
。
汝
曹

と
も
が
ら

力つ
と

め
よ
や
。
寺

の
脇
尊
、
毘
沙
門
天
、
霊
応
夙つ

と

に
著
し
。
そ
の
夜
、
萱
津

の
二
富
人
、
同
時
に
夢
見
る
こ
と
あ
り
。
天
王
臨
告
し
て

曰
く
、
尊
客
あ
り
。
疾は

や

く
来
た
っ
て
以
て
供
給
す
べ
し
、

と
。
二
人
卒に

わ

か
に
羞
具
を
調
へ
、
祖
の
許
に
造い
た

る
。
適
た
ま
た
ま
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│
嘗
、
塲
│
場

　

│
此
、
以
上
の
逸

話
『
聖
絵
』
で
は
26

段 
 

塲
│
場 

 

│
虞 

  

神
譴
＝
神
の
と
が
め

│
園

│
器
。
器
敬
＝
人

材
と
し
て
敬
う
こ
と 

化
陶
│「
化
導
」『
聖

絵
』
と
同
義
か 

  

状　ニ
⊿
嘗　テ
居　ル
㍼萱
津　ニ
㍽時
。
巨
蜂
一
團
集　フ
㍼ル

法
塲　ニ
⊿
祖　ノ

曰
。
此　レ
伊
勢
大
神　ナ
リ

也
。

〔
第
二
十
六
段
〕

尾
濃　ノ
間
化
導　ノ
時
。
豪ガ
ウ

凶キ
ヨ
ウ

相　イ
戒イ
マ
シ
メ
テ

曰　ク
。
凡　ソ
値
㍼遇　シ

聖
人　ニ
㍽往　ス
㍼ル

詣
道
塲　ニ
㍽者
。
毫ス
コ
シ
モ

不
㍾得
㍾加　フ
㍾ル
ヲ

害　ヲ
焉
。
儻モ
シ

有　レ
㍼ハ

犯　ス
㍾之　ヲ
者
㍽必　ラ
ス

無ナ
ケ

㍾ン
ト

貸ユ
ル

。ス

以　テ
㍾故　ヲ
留
錫
三
年
。
断タ
エ
テ

無　シ
㍼盗
賊
争サ
ウ
ト
ウ闘
之
虞グ

⊿
既　ニ
至　リ
㍼近
江　ニ
㍽宿　ス
㍼ル
ト
キ

草
津　ニ
⊿

一
夜
雷
雨
俄　カ

ニ

至　ル
。
祖
謂　テ
㍼侍
者　ニ
㍽曰
今　ヤ
也
伊

勢
大
神
日
吉
山
王
臨　ス
焉
。
我
黨
不
信　ノ
輩
。

定　テ
有
∮。
蒙　フ
㍼リ

神シ
ン

譴ケ
ン

㍽ヲ

罹カ
カ

㍼ル

病
患　ニ
㍽者
∵
明
旦
果　シ
テ

有　ラ
㍾ン

驗シ
ル

。シ

病ヤ
ム

者
十
三
人
。
時　ニ
延
暦
園
城　ノ
衆
徒
竝　ヒ
ニ

輸イ
タ

㍼シ

器
敬　ヲ
⊿
化ク
ワ

陶タ
ウ

。
無ナ
シ（

㍾）不　ル
㍼ヿ

遍ア
マ
ネ
ク

及　ハ
⊿

風
、
壇
帷
を
巻
き
、
佛
を
露
は
す
。
衆
進
ん
で
之
を
拝
す

る
に
天
王
、
座
を
離
れ
て
鴻
立
し
、
政ま
さ

し
く
祖
を
迓む
か

ふ
る

状
に
似
た
り
。
嘗
て
萱
津
に
居
る
時
、
巨
蜂
一
団
、
法
場

に
集
ふ
る
。
祖
の
曰
く
、
此
れ
伊
勢
大
神
な
り
。

〔
第
二
十
六
段
〕

　

尾
濃
の
間
、
化
導
の
時
、
豪
凶
相
い
戒
め
て
曰
く
、
凡

そ
聖
人
に
値
遇
し
、
道
場
に
往
詣
す
る
者
、
毫
も
害
を
加

ふ
る
を
得
ず
。
儻も

し
、
之
を
犯
す
者
あ
れ
ば
、
必
ず
貸ゆ
る

す

無
け
ん
、
と
。
故
を
以
て
留
錫
三
年
。
断
え
て
盗
賊
争
闘

の
虞
、
無
し
。
既
に
近
江
に
至
り
草
津
に
宿
す
る
と
き
、

一
夜
雷
雨
、
俄
か
に
至
る
。
祖
、
侍
者
に
謂
て
曰
く
、
今

や
伊
勢
大
神
・
日
吉
山
王
臨
す
。
我
党
不
信
の
輩
、
定
め

て
神
譴
を
蒙
ぶ
り
（
む
り
）、
病
患
に
罹か

か

る
者
有
り
。
明

旦
、
果
し
て
験
ら
ん
。
病
む
者
十
三
人
。
時
に
延
暦
・
園

城
の
衆
徒
並
び
に
器
敬
を
輸い

た

し
、
化
陶
、
遍
ね
く
及
ば
ざ

る
こ
と
な
し
。
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註

（
弘
安
七
年
）

　

│
此
、　

│
轂 

鱗
萃
＝
う
ろ
こ
の
よ

う
に
多
く
集
ま
る 

│
餽
＝
饋
、「
贈
」

の
意
、 

│
釋 

│
褒
、
巳
↓
己 

 

│
踵
、

│
慕
、

│
躅
、

│
場 

〔
第
二
十
七
段
〕

七
年
閏
月
入　ル
㍼四
條
釋
迦
堂　ニ
⊿
頃シ
ハ

焉ラ
ク
シ
テ

移　ル
㍼因

幡
堂　ニ
⊿
此　ノ
際ア
ヒ
ダ

観
聴
鱗リ
ン

萃ス
イ

。
肩カ
タ

相ア
イ

摩ヘ
リ

轂コ
シ
キ

相ア
ヒ

撃ウ
チ

四
延
殆　ン
ト

無　シ
㍼立
錘　ノ
之
地
⊿
土
御
門
内
府
餽オ
ク

㍾リ

歌　ヲ
問　フ
㍼出
離
生
死
之
要　ヲ
⊿
祖
乃
造ツ
ク

㍾リ
テ

文　ヲ
辨
㍼釋　シ

其
義
理　ヲ
㍽繋カ
ク
ル
ニ

以　テ
㍾ス

歌　ヲ

　

褒ホ

ト

ト

ギ

ス

苫
々
耆
須
。
那ナ

ノ

ル

モ

キ

ク

モ

迺
琉
奔
己
玖
慕
。
紆ウ

　

哆タ

ヽ

ネ

ノ

々
塗
乃
。
瑜ユ

メ

ウ

ツ

ヽ

ヨ

リ

梅
宇
逗
々
豫
里
。
朋ホ

カ訶

　

迺ノ

ヒ

ト

コ

ヱ

比
渡
姑
淮

其
後
歴
㍼禮　シ
蓮
光
雲
居
悲
田
六
波
羅　ノ
諸

刹　ヲ
㍽踵ツ
イ
テ

慕シ
タ

㍼ヒ

空
也　ノ
芳ハ
ウ

躅シ
ヨ

㍽ク
ヲ

占　ム
㍼居　ヲ
市
屋
道
塲　ニ
⊿

〔
第
二
十
八
段
〕

祖
恒ツ
ネ
ニ

曰　ク
空
也　ハ
者
吾
先
達　ナ
。リ

日　ニ
以　テ
㍾誦　ス
㍼ル
ヲ

其
文　ヲ
㍽

為
㍾事　ト
。
故　ニ
其
始　ヤ
也
棄　テ
㍼身
命
於
山
野　ニ
⊿
任　ス
㍼居

住　ヲ
於
風
雲　ニ
㍽至　テ
㍼化
縁　ノ
日
⊿
雖　ヘ
㍼ト
モ

道
俗
圍
繞　シ
喜

捨
如　シ
∑ト

山　ノ
。
身
外
不
㍾留　メ
㍼一
物　ヲ
⊿
肌　ニ
不
㍾纏マ
ト

㍼ハ

絹
帛　ヲ
⊿

手　ニ
不
㍾觸　レ
㍼金
具　ヲ
⊿
生
涯
絶　テ
㍼葷グ
ン

酒シ
ユ

㍽ヲ

以　テ
全
㍼十
重　ノ

〔
第
二
十
七
段
〕

　

七
年
閏
月
、
四
條
釈
迦
堂
に
入
る
。
頃

し
ば
ら
く
し
て焉
因
幡
堂
に

移
る
。
こ
の
際あ

い
だ、
観
聴
鱗
萃
、
肩
相
い
摩す
り

轂
こ
し
き

相
ひ
撃

ち
、
四
延
殆
ん
ど
立
錘
の
地
な
し
。
土
御
門
内
府
歌
を
贈

り
、
出
離
生
死
の
要
を
問
ふ
。
祖
、
乃
ち
文
を
造
り
て
、

そ
の
義
理
を
弁
釈
し
、
繋
く
る
に
歌
を
以
て
す

　
　

ほ
と
と
ぎ
す
、
な
の
る
も
き
く
も
、
う
た
た
ね
の
、

ゆ
め
う
つ
つ
よ
り
、
ほ
か
の
ひ
と
こ
ゑ

　

そ
の
後
、
蓮
光
・
雲
居
・
悲
田
・
六
波
羅
の
諸
刹
を
歴

礼
し
、
踵つ

い
で
空
也
の
芳
躅
を
慕
ひ
、
居
を
市
屋
道
場
に

占
む
。

〔
第
二
十
八
段
〕

　

祖
、
恒つ

ね

に
曰
く
、
空
也
は
吾
が
先
達
な
り
。
日
に
そ
の

文
を
誦
す
る
を
以
て
事
と
為
す
。
故
に
そ
の
始
や
身
命
を

山
野
に
棄
て
、
居
住
を
風
雲
に
任
す
。
化
縁
の
日
に
至

て
、
道
俗
囲
繞
し
喜
捨
、
山
の
如
し
と
雖
も
、
身
外
一
物

を
留
め
ず
、
肌
に
絹
帛
を
纏ま

と

は
ず
。
手
に
金
具
を
蝕
れ
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印
胤
│
「
印
承
」『
聖

絵
』、
以
下
二
種
の
逸

話
『
聖
絵
』で
は
前
後

逆 假
現
│
「
化
身
」『
聖

絵
』 

　

│
夢
、 　

│
胤
、

塲
│
場 

塲
│
場 

 　

│
疑 

   

│
或 

烏
（
焉
に
あ
ら
ず
） 

「
お
の
が
こ
こ
ろ
を
ひ

か
す
れ
ば
」 

『
一
遍
上
人
語
録
』 

 

之
戒
珠　ヲ
⊿
異
時
法
印
胤イ
ン

惠エ

携タ
ツ

㍼サ
ヘ

來　テ
霊
夢
記

一
篇　ヲ
㍽曰
。
師　ハ
為タ
リ

㍼勢
至
菩
薩　ノ
之
假
現
⊿
藤
原

基モ
ト

長ナ
ガ
モ

亦
託　シ
㍾夢　ニ
寄　ス
㍼贊
徳　ノ
文　ヲ
⊿
祖
並　ニ
不
㍾省　セ
／
胤恵

市
屋
道
塲
現
住

也
後
改
作
阿
。

〔
第
二
十
九
段
〕

其
五
月
自
㍼市
屋
道
塲
㍽轉　ス
㍼洛
西
桂カ
ツ
ラ

邨　ニ
㍽登ト
ウ

時ジ

答　フ
㍼ル

都
人　ニ
㍽歌

　

於オ

モ

ヒ

ト

ケ

バ

望
譬
徒
祁
婆
。
秀ス

ギ

ニ

シ

カ

タ

モ

疑
貮
始
介
哆
莫
。

　

兪ユ

ク

ス

ヱ

モ

矩
秀
衛
母
。
斐ヒ

ト

ム

ス

ビ

ナ

ル

ユ

妬
牟
殊
寐
奈
留
由

　

賣メ

ノ

ヨ

ノ

ナ

カ

迺
與
乃
難
訶

居　ル
ヿ

數
日
。
祖
臥　シ
㍾病　ニ
有
㍾感
。
乃　ハ
チ

述　テ
㍼宗
門
之
要　ヲ
㍽

廣　ク
視シ
メ

㍼ス

同
行　ニ
㍽／
其
文
詳

于
縁
起　

先　キ
㍾是　ヨ
リ

人
或　ハ
問
㍼法
門　ノ

之
主
眼　ヲ
⊿
祖　ノ
教
歌

　

塗子

ブ

ツ

ニ

モ

賦
莵
尼
墓
。
於オ

ノ

ガ

コ

ヽ

ロ

ヲ

ヒ

迺
餓
許
々
廬
烏
斐

　

區ク

ズ

ヽ

ハ

儒
々
破
。
未ミ

ヲ

セ

メ

ダ

マ

ノ

汗
齊
咩
駄
磨
乃
。
逗ツ

ユ愈

　

等ト

シ

ラ

ズ

ヤ

辞
羅
孺
耶

ず
。
生
涯
葷
酒
を
絶
ち
て
以
て
十
重
の
戒
珠
を
全
う
す
。

異
時
、
法
印
胤
恵
、
霊
夢
記
篇
を
携
へ
来
て
曰
く
、
師
は

勢
至
菩
薩
の
化
現
た
り
。
藤
原
基
長
も
、
ま
た
夢
に
託

し
、
賛
徳
の
文
を
寄
す
。
祖
、
並
に
省
せ
ず
／
胤
恵
は
市
屋

道
場
の
現
住
な
り
。
後
ち
作
阿
と
改
む
。

〔
第
二
十
九
段
〕

　

そ
の
五
月
、
市
屋
道
場
よ
り
洛
西
桂
邨
に
転
ず
。
登

時
、
都
人
に
答
ふ
る
歌

　
　

お
も
ひ
と
け
ば
、
す
ぎ
に
し
か
た
も
、
ゆ
く
す
ゑ

も
、
ひ
と
む
す
び
な
る
、
ゆ
め
の
よ
の
な
か

　

居
る
こ
と
数
日
、
祖
、
病
に
臥
し
感
あ
り
。
乃
は
ち
宗

門
の
要
を
述
べ
て
、
広
く
同
行
に
視し

め

す
／
そ
の
文
、
縁
起
に

詳
し　

是
れ
よ
り
先
、
人
或
ひ
は
法
門
の
主
眼
を
問
ふ
。

祖
の
教
歌

　
　

ね
ぶ
つ
に
も
、
お
の
が
こ
こ
ろ
を
、
ひ
く
ず
ず
は
、

み
を
せ
め
だ
ま
の
、
つ
ゆ
と
し
ら
ず
や
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書　

き　

下　

し　

文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註

（
弘
安
七
年
） 

│
國 

筱
村
│
「
篠
村
」『
聖

絵
』。

│
數
、

│

跪
、

│
路
、

│

左
│
此

㒵
│
貌 

○

点
線
箇
所
は
要
注

意
（
人
権
問
題
）

│
矇 

 （
弘
安
八
年
五
月
上
旬
）

　

│
面 

 

塲
│
場 

〔
第
三
十
段
〕

其
秋
徂ユ

キ

㍼丹
波　ノ
國　ニ
⊿
入　リ
㍾夜　ニ
失　シ
㍾舎　ヲ
眠　ム
㍼ル

筱シ
ノ

村ム
ラ
ノ

隂イ
ン

樾エ
ツ

⊿ニ

忽　マ
チ

有　リ
㍼數
人
㍽来　テ
跪　キ
㍼テ

于
路　ノ
左　ニ
㍽曰
。
奉　ル
㍾ト

要　シ
㍼聖

人　ヲ
於
穴ア
ナ

太フ
ニ

⊿
明
日
往　テ
尋
覓　ス
ル
ニ

不
㍾得
㍼其
人　ヲ
⊿
會ア
フ

㍼

祖
患　フ
∑ル
ニ

痢　ヲ
。
因　テ
留　マ
ル

十
餘
日
。
一
郷
特コ
ト
ニ

加　ハ
㍼ヘ

恭
敬　ヲ
⊿

相
携　サ

ヘ
テ

受　ク
㍼念
佛　ヲ
⊿
此
地　ヤ
也
窮
僻
。
土
俗
多　ク
ハ

以　テ
㍼

畋
猟　ヲ
㍽為ナ
ス

㍾生　ヲ
。
状
㒵
極　メ
テ

醜
悪
。
殆　ン
ト

不
㍾類　セ
㍼人
間　ニ
⊿

而　ル
ニ

傾
心
至　ル
㍼於
如　キ
∑ニ

此　ノ
。
此コ
コ
ニ

知シ
ン
ヌ

嚢サ
キ
ノ

人　ハ
是　レ
観
音　ノ

化
身
。
致　ス
㍾祖　ヲ
以　テ
契
㍼縁　セ
シ
ム
ル
ヲ

於
癡チ

矇モ
ウ

⊿ニ

〔
第
三
十
一
段
〕

次
年
遊
㍼方　シ
丹
後　ニ
⊿
對　シ
㍾テ

海　ニ
念
佛　ス
。
應　シ
㍾テ

時　ニ
有　リ
㍼竜

出
㍼現　セ

ル

波
間　ニ
⊿
行　ク
ヿ

數
里
。
祖
展ノ
ベ

㍼テ

眸マ
ナ
ジ
リ
ヲ

洋
面　ニ
㍽曰
。
龍

容マ
サ

㍾ニ

降　タ
㍾ス

雨　ヲ
。
爾
等
各　〻
受　ケ
㍼ヨ
ト

供
養　ノ
之
濡ウ
ル

⊿ホ
ヒ
ヲ

言コ
ト

未　タ
㍾訖ヲ
ハ
ラ

雷
雨
滂
沛　タ
。リ

移　テ
入　リ
㍼但
馬　ニ
㍽起　ス
㍼道
塲　ヲ
於
久
美　ニ
⊿

落ラ
ク

慶キ
ヤ
ウ
ノ

日
洋
上
頻　リ
ニ

飛　ハ
㍾ス

電　ヲ
。
祖
曰
竜
王
今
且マ
サ

㍼ニ

ベ
シ

ザ
ル
ニ

ス

〔
第
三
十
段
〕

　

そ
の
秋
、
丹
波
の
国
に
徂ゆ

き
、
夜
に
入
り
舎
を
失
し
、

筱
村
の
陰
樾
に
眠
る
。
忽
ま
ち
数
人
あ
り
。
来
り
て
路
の

左
に
跪
き
て
曰
く
、
聖
人
を
穴あ

な
ふ太
に
要
し
奉
ま
つ
る
、
と
。

明
日
、
往
き
て
尋
覓
す
る
に
、
そ
の
人
を
得
ず
。
祖
、
痢

を
患
ふ
る
に
会
ふ
。
因
て
留
ま
る
こ
と
十
余
日
、
一
郷
特こ

と

に
恭
敬
を
加
へ
、
相
ひ
携
へ
て
念
佛
を
受
く
。
此
の
地
や

窮
僻
、
土
俗
多
く
は
畋
猟
を
以
て
生
を
為
す
。
状
貌
、
極

め
て
醜
悪
、
殆
ん
ど
人
間
に
類
せ
ず
。
而
る
に
傾
心
、
此

の
如
く
に
至
る
。
こ
こ
に
知
ん
ぬ
、
嚢さ

き

の
人
は
是
れ
観
音

の
化
身
、
祖
を
致
す
、
以
て
癡
矇
に
契
縁
せ
し
む
る
を
。

〔
第
三
十
一
段
〕

　

次
年
、
丹
後
に
遊
方
し
、
海
に
対
し
念
佛
す
。
時
に
応

じ
て
竜
の
波
間
に
出
現
せ
る
あ
り
。
行
く
こ
と
数
里
、

祖
、
眸

ま
な
じ
りを
洋
面
に
展の

べ
て
曰
く
、
龍
の
容ま
さ

に
雨
を
降く

だ

す
べ
し
。
爾

な
ん
じ

等
、
各
お
の
供
養
の
濡
う
る
ほ
ひを
受
け
よ
と
。
言

未
だ
訖お

わ

ら
ざ
る
に
雷
雨
滂
沛
た
り
。
移
り
て
但
馬
に
入
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㴞
│
滔 

 
│
異 

尸
祝
＝
神
官
・
か
ん

な
ぎ 

○

丐
人
・
乞
児
│
要

注
意
語 

宗
祝
＝
尸
祝
「
祭
祀

を
司
る
官
名
」 

使
（
送
り
仮
名
「
シ

テ
」
衍
字
） 

惕
然
＝
お
そ
れ
つ
つ

し
む│

數 
 

来　テ
㍽結
縁　セ
⊿ン
ト

日
中
雷
雨
大　ニ
作オ
コ
リ

潮
水
滔タ
ウ

々〳
〵
ト
シ
テ

襄ノ
ボ
ル

㍾岸　ニ
。
堂
上
没　ス
㍾ル

脛ハ
ギ
ヲ

者
數
尺
。
行
道
終　ハ
リ

潮
亦
隨　テ

退　ソ
。ク

於　テ
㍾是　ニ
人
益　〳
〵

伏　ス
㍼其
神
異　ニ
⊿
遂　ニ
道
㍼化　ス
因
伯

二
州
⊿

〔
第
三
十
二
段
〕

達　ス
㍼ル

美
作　ニ
㍽之
首ハ
ジ

。メ

謁　ス
㍼一　ノ
宮　ノ
神　ニ
㍽尸シ
ヽ

祝子
ノ

見　テ
㊦丐
人

乞
児　ノ
之
追ツ
イ

㍼跟コ
ン
ス
ル
ヲ

祖　ノ
後　ニ
⊿
造　リ
㍼テ

假
屋　ヲ
于
門
外　ニ
㍽寘オ
キ

之　ニ
㍽不
㍾令
㍼其ソ
レ
ヲ
シ
テ

近　ツ
∑カ

社　ニ
。
祖
作サ

禮ラ
イ
シ
テ

他　ニ
之　ク
。
一
夜
宗

祝
眠
中　ニ
神
有　リ
㍾聲
曰
。
再　タ
ヒ

招マ
ネ

㍼キ

一
遍　ヲ
㍽使　シ
㍼テ

我　ヲ
シ
テ

聴

法　セ
⊿
于
㍾時
後
山
震
動
。
有
㍾人
曰
神
今
臨　ソ
㍼ム

法

會　ニ
⊿
又
見　ル
㊦ト

社
下　ニ
棲ス
マ

㍼シ
ム
ル
ヲ

無
數　ノ
巨
蛇　ヲ
⊿
衆
聞　テ
惕テ
キ

然

迎　フ
㍼師
弟　ヲ
于
拜
殿　ニ
⊿
會タ
マ
タ
マ

神シ
ン

饌セ
ン

所　ノ
鑊ナ
ベ

吼ホ
エ

。
響ヒ
ヽ
キ

聞キ
コ

㍼ユ

數
町　ニ
⊿
神
憑ヨ
リ

㍾巫　ニ
告　テ
曰
。
爲ツ
ク

㍼リ
テ

粥カ
ユ
ヲ

於
此
鑊　ニ
㍽以　テ
供　セ
ヨ

㍾聖　ヲ
。
便　ハ
チ

如　ク
㍾ス

之カ
ク

。ノ

吼
音
即　ハ
チ

歇ヤ
ム

。

シ
メ

シ
メ
ヨ

り
、
道
場
を
久
美
に
起
こ
す
。
落
慶
の
日
、
洋
上
頻
り
に

電
を
飛
ば
す
。
祖
曰
く
、
竜
王
今
、
且ま

さ

に
来
り
て
結
縁
せ

ん
と
す
。
日
中
雷
雨
、
大
い
に
作お

こ

り
、
潮
水
滔
々
と
し
て

岸
に
襄の

ぼ

る
。
堂
上
、
脛は
ぎ

を
没
す
る
者
数
尺
。
行
道
終
は
り

潮
ま
た
随
て
退
ぞ
く
。
是
に
お
い
て
人
益
ま
す
、
そ
の
神

異
に
伏
す
。
遂
に
因
伯
の
二
州
を
道
化
す
。

〔
第
三
十
二
段
〕

　

美
作
に
達
す
る
の
首は

じ
め、
一
の
宮
の
神
に
謁
す
。
尸し

し
ね祝

の

丐
人
・
乞
児
の
祖
の
後
に
追
跟
す
る
を
見
て
、
化
屋
を
門

外
に
造
り
て
、
之
に
寘お

き
、
そ
れ
を
し
て
社
に
近
づ
か
し

め
ず
。
祖
、
作
礼
し
て
他
に
之ゆ

く
。
一
夜
、
宗
祝
、
眠
中

に
神
、
声
あ
り
曰
く
、
再
た
び
一
遍
を
招
き
、
我
を
し
て

聴
法
せ
し
め
よ
。
時
に
後
山
震
動
。
人
あ
り
曰
く
、
神
、

今
法
会
に
臨
む
。
又
た
社
下
に
無
数
の
巨
蛇
を
棲
ま
し
む

る
を
見
る
、
と
。
衆
聞
て
惕
然
、
師
弟
を
拝
殿
に
迎
ふ
。

会
た
ま
た
ま

神
饌
所
の
鑊な
べ

吼
え
、
響
き
数
町
に
聞
こ
ゆ
。
神
、
巫

に
憑
り
告
げ
て
曰
く
、
粥
を
此
の
鑊
に
為つ

く

り
て
、
以
て
聖

を
供
せ
よ
。
便
は
ち
之か

く

の
如
く
す
。
吼
音
即
は
ち
歇や

む
。
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（
弘
安
九
年
）

悃
祈
＝
悃
願
・
懇
求
・

懇
願
・
懇
請

嗟
服
＝
感
心
し
て
従

う
。

│
真
、

│

華 

　

│
嘗

竒
│
奇
、

│
靈
│

霊 
   

〔
第
三
十
三
段
〕

九
年
復　タ
次イ
タ

㍼ル

于
天
王
寺　ニ
⊿
。
比コ
ノ
コ
ロ日
寺
寶　ノ
佛
舎

利
膠カ

ウ

㍼シ
テ

壺
底　ニ
㍽不
㍾出
。
祖
聆キ
ヽ

㍾之　ヲ
悃
祈
七
日
。
三

粒　ノ
舎
利
出
現　ス
ル

如　シ
㍾故モ
ト

。ノ

満
山　ノ
僧
衆
及　ヒ
香
客

深　ク
嗟
㍼服　ス
其
道
真　ニ
⊿
時　ニ
有　リ
∮散
華
動　カ
㍾シ

瑞　ヲ
祥
雲

流　シ
㍾タ

彩　ヲ
之
徴
∵
又
嘗　テ
有
∮親
筆　ノ
名
号
嬰カ
ヽ

㍾リ

災　ニ
文

字
儼ゲ

ン

㍼存ソ
ン
ス
ル

燼ジ
ン

中　ニ
㍽者
∵
或
有
∮黒
痕
變
㍼金
色　ニ
㍽者
∵

其
他
神
奇
霊
妙　ノ
之
疊テ
ウ

見ケ
ン

不
㍾可
㍼殫コ
ト
ゴ
ト
ク

記シ
ル

⊿ス

〔
第
三
十
四
段
〕

祖
法
㍼施　シ
住
吉　ノ
神
祠　ニ
⊿
尋　テ
自
㍼和
泉
㍽如ユ
キ

㍼河
内　ニ
⊿

謁　ス
㍼聖
德
太
子　ノ
廟　ニ
⊿
禮
讃
三
七
。
第
三
日　ニ
シ
テ

有
㍼

感
應
之
表
⊿
祖
獨
召　シ
㍼テ

他
阿　ヲ
㍽シ
テ

視シ
メ

㍾ス

之　ヲ
。
他
日
供

僧
問　フ
㍼其
事　ヲ
⊿
祖
乃
粗ホ
ヾ

説　キ
㍼其
狀　ヲ
⊿
固　ク
禁　ス
㍼宣
傳　ヲ
㍽

既　ニ
シ
テ

而
抵　ル
㍼和
州
當タ
ヘ

麻マ

寺　ニ
⊿
留
止　ノ
内
製ツ
ク

㍼ル

四
言　ノ

誓
文　ヲ
⊿
寺
司
隨
喜　シ
送　ル
ニ

以　テ
㍼ス

中
将
尼　ノ
染
毫
稱

讃
淨
土
經　ヲ
⊿
祖
終
身
崇
持　シ
厭
世　ノ
日
寄
㍼與　ス
ト

〔
第
三
十
三
段
〕

　

九
年
、
復
た
天
王
寺
に
次い

た

る
。
比こ
の
こ
ろ日
寺
宝
の
佛
舎
利
、

壺
底
に
膠
し
て
出
で
ず
。
祖
、
之
を
聆き

き
、
悃
祈
七
日
、

三
粒
の
舎
利
出
現
す
る
、
故も

と

の
如
し
と
。
満
山
の
僧
衆
及

び
香
客
、
深
く
そ
の
道
真
に
嗟
服
す
。
時
に
散
華
、
瑞
を

動
か
し
、
祥
雲
彩
を
流
し
た
徴
あ
り
。
ま
た
嘗
て
親
筆
の

名
号
、
災
に
嬰か

か

り
、
文
字
、
燼
中
に
儼
存
す
る
も
の
あ

り
。
或
ひ
は
黒
痕
、
金
色
に
変
ず
る
も
の
あ
り
。
そ
の

他
、
神
奇
霊
妙
の
畳
見
、
殫

こ
と
ご
とく
記
す
べ
か
ら
ず
。

〔
第
三
十
四
段
〕

　

祖
、
住
吉
の
神
祠
に
法
施
し
、
尋
い
で
和
泉
よ
り
河
内

に
如ゆ

き
、
聖
徳
太
子
の
廟
に
謁
す
。
礼
讃
三
七
、
第
三
日

に
し
て
感
応
の
表
あ
り
。
祖
、
独
り
他
阿
を
召
し
て
、
之

を
視し

め

す
。
他
日
、
供
僧
、
そ
の
事
を
問
ふ
。
祖
、
乃
ち
粗ほ
ぼ

そ
の
状
を
説
く
も
、
固
く
宣
伝
を
禁
ず
。
既
に
し
て
和
州

当
麻
寺
に
抵い

た

る
。
留
止
の
内
、
四
言
の
誓
文
を
製つ
く

る
。
寺

司
、
随
喜
し
、
送
る
に
中
将
尼
の
染
毫
、
称
讃
浄
土
経
を
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│
數

レ（
の
位
置
）│
ミ
ス

舉
│
擧

擧
厝
＝
挙
錯
。
ふ
る

ま
い
・
行
為

  

曩
時
＝
さ
き
の
時
、

む
か
し
、
以
前
の
意

戒
毖
＝
戒
め
慎
む
意 

　

│
此

一
如
│
「
如
一
」『
聖

絵
』『
絵
詞
伝
』『
直

談
鈔
』
巻
十
二
「
如

一
上
人
之
事
」

書
寫
山　ノ
住
侶　ニ
㍽云
。

〔
第
三
十
五
段
〕

冬
月
往　テ
㍼拜　シ
雄ヲ
ト
コ
ヤ
マ
ノ

德
山
八
幡
宮　ヲ
⊿
濟　テ
㍾河　ヲ
託　ス
㍼足　ヲ

上ウ
ヘ

野ノ

邑　ニ
⊿
數
日
中
相
㍼見セ
ル
ト
キ

大
炊
御
門
禪
門　ニ
⊿

其
所　ノ
把ト
ル

㍾扇
抦
小ス
コ
シ
ク

涴ケ
ガ
レ
タ
リ

主
人
有
㍼難ナ
ヤ
メ
ル

色
⊿
祖
乞

得　テ
鏟ケ
ヅ

㍼リ

其
涴　ヲ
㍽以　テ
還　ヘ
。ス

事
雖　ト
㍾モ

細　ケ
リ
ト

亦
可　シ
㍼以　テ
觀　ル
㍼用

意
周
密
擧キ

ヨ

厝ソ

敏
捷　ナ
㍽ル
ヲ

也
。

〔
第
三
十
六
段
〕

其
歳
晩
脩　ス
㍼別
時　ヲ
於
天
王
寺　ニ
⊿
曩
時
毎　ニ
㍾擧　ク
㍼ル

別
行　ヲ
⊿
祖
依　テ
㍼行
者　ノ
之
作
動　ニ
㍽以　テ
洞
㍼悉　シ
其
業

報
及　ビ
信
心　ノ
之
淺
深　ヲ
㍽切　ニ
加　ヘ
㍼リ

戒
毖　ヲ
⊿
至　テ
㍾此　ニ
以オ
モ
ヘ

爲ラ
ク

無　シ
㍾ト

益
。
遂　ニ
寝ヤ
ム

㍼其
事　ヲ
⊿
祖
慧
眼
如
㍾炬キ
ヨ

。ノ

心
智

如　ク
㍾鑑カ
ガ
ミ
ノ

深　ク
透　ス
㍼幽
明
死
生　ノ
之
理　ニ
⊿
如　キ
∮僧
一
如　ノ

之
獲　タ
㍼ル

正
果　ヲ
⊿
城
禪
門　ノ
之
死　セ
㍼ル

于
事　ニ
⊿
或　ハ
山
内

某　ノ
之
私　セ
∫ル

兵
刃　ノ
∵
一　ハ
隔　テ
㍾地　ヲ
異　ニ
㍾シ
テ

居　ヲ
知　リ
㍼其
死
期　ヲ
⊿

（
マ
マ
）

以
て
す
。
祖
、
終
身
崇
持
し
、
厭
世
の
日
、
書
写
山
の
住

侶
に
寄
与
す
、
と
云
ふ
。

〔
第
三
十
五
段
〕

　

冬
月
、
雄お

と
こ
や
ま

徳
山
の
八
幡
宮
を
往
き
て
拝
し
、
河
を
済す
く

ひ

て
足
を
上
野
の
邑
に
託
す
。
数
日
中
、
大
炊
御
門
禅
門
に

相
見
せ
る
と
き
、
そ
の
把
る
所
の
扇
抦
、
小す

こ

し
く
涴け
が
れ
た

り
。
主
人
難

な
や
め
る

色
あ
り
。
祖
、
乞
い
得
て
、
そ
の
涴け
が
れを
鏟け
ず

り
以
て
還
へ
す
。
事
細
け
り
と
雖
も
、
ま
た
以
て
用
意
周

密
、
挙
厝
敏
捷
な
る
を
観
る
べ
し
。

〔
第
三
十
六
段
〕

　

そ
の
歳
晩く

れ

、
別
時
を
天
王
寺
に
修
す
。
曩
時
、
別
行
を

挙
ぐ
る
毎
に
、
祖
、
行
者
の
作
動
に
依
り
て
、
以
て
そ
の

業
報
及
び
信
心
の
浅
深
を
洞
悉
し
、
切
に
戒
毖
を
加
へ

り
。
此
に
至
て
以

お
も
へ
ら
く為
益
な
し
と
。
遂
に
そ
の
事
を
寝や

む
。

祖
の
慧
眼
、
炬
の
如
し
。
心
智
、
鑑
の
如
く
深
く
幽
明
死

生
の
理
に
透
す
。
僧
一
如
の
正
果
を
獲
た
る
、
城
禅
門
の

事
に
死
せ
る
、
或
ひ
は
山
内
某
の
兵
刃
を
私
せ
る
如
き
、
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註

欺
蔽
＝
欺
誣
、
あ
ざ

む
き
だ
ま
す
意
。
盖

│
蓋│

所 
 

哥
│
歌

峩
│
峨
。「
ゆ
め
に
あ

と
な
し
」『
縁
起
』 

        

│
肄 

  

一　ハ
看
㍼破　シ
テ

欺
蔽　ヲ
㍽令　シ
㍼テ

其ソ
レ
ヲ

改
悔　セ
⊿
蓋　シ
藉ヨ
ル

㍼ナ
ル

至
誠
感

格　ノ
之
所　ニ
∑令　ム
㍾ル

然　ラ
也　カ
與
。

〔
第
三
十
七
段
〕

適　ク
㍾播　ニ
日
酬ム
ク

㍼フ
ル

土
御
門
氏　ニ
㍽哥

　

難ナ

ガ

キ

ヨ

モ

峩
伎
與
謨
。
喩ユ

メ

モ

ア

ト

ナ

シ

ロ

米
謨
安
止
奈
之
盧

　

矩ク

ノ

ジ

ノ

乃
字
乃
。
那ナ

ノ

ル

バ

カ

リ

ゾ

怒
累
盤
佳
利
茹
。
姨イ

マ末

　

迺ノ

ヒ

ト

コ

エ

臂
止
碁
回

偶
詠

　

涴ワ

ガ

ト

オ

モ

フ

我
騰
於
墓
甫
。
斐ヒ

ト

ノ

コ

ヽ

ロ

ニ

刀
乃
姑
々
魯
瓊
。

　

臂ヒ

カ

レ

ツ

ヽ

オ

ノ

レ

ト

オ

フ

ル

箇
邌
菟
々
於
迺
禮
斗
飫
輔
蘆
。
區ク

　

謝サ

キ

ダ

ニ

ナ

シ

枳
駄
儞
儺
之

答
人

　

肄イ

ツ

マ

デ

モ

都
魔
題
謀
。
易イ

デ

イ

ル

ヒ

ト

ノ

傳
易
瑠
譬
渡
乃
。
韋イ

　

枳キ

シ

ア

ラ

バ

志
阿
良
盤
。
彌ミ

ダ

ノ

ミ

ノ

リ

ノ

陀
能
美
迺
理
迺
。
嘉カ

　

世ゼ

ハ

タ

エ

セ

ジ

半
哆
愛
勢
示

途ミ
チ

過　ク
㍼印イ
ン

南ナ
ミ

野ノ
ヽ

教
信
寺　ニ
⊿
因　テ
宿　ス
ル

一
夕

シ
ム
ニ

一
は
地
を
隔
て
居
を
異
に
し
て
、
そ
の
死
期
を
知
り
、
一

は
欺
蔽
を
看
破
し
て
、
そ
れ
を
改
悔
せ
し
む
。
蓋
し
至
誠

感
格
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
に
藉よ

る
な
る
か
。

〔
第
三
十
七
段
〕

　

播
に
適ゆ

く
日
、
土
御
門
氏
に
酬
ふ
る
歌

　
　

な
が
き
よ
も
、
ゆ
め
も
あ
と
な
し
、
ろ
く
の
じ
の
、

な
の
る
ば
か
り
ぞ
、
い
ま
の
ひ
と
こ
え

　

偶
詠

　
　

わ
が
と
お
も
ふ
、
ひ
と
の
こ
こ
ろ
に
、
ひ
か
れ
つ

つ
、
を
の
れ
と
お
ふ
る
、
く
さ
き
だ
に
な
し

　

人
に
答
ふ

　
　

い
つ
ま
で
も
、
い
で
い
る
ひ
と
の
、
い
き
し
あ
ら

ば
、
み
だ
の
み
の
り
の
、
か
ぜ
は
た
え
せ
じ

　

途み
ち

、
印い
ん
な
み

南
野
の
教
信
寺
に
過
ぐ
。
因
て
宿
す
る
一
夕
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（
弘
安
十
年
） 

│
躋 

 

觧
│
解 

景
│「
八
葉
妙
法
心
蓮

故
」『
絵
詞
伝
』 

實
│「
六
字
寶
号
無
正

故
」
同
右 

│
屡 

 

葢
│
蓋 

以
下
の
二
種
の
逸
話
、

『
聖
絵
』
で
は
前
後
逆 

四
接
法
│「
四
摂
法
」

か 

│
罹 

〔
第
三
十
八
段
〕

十
年
春
躋ノ

ボ

㍼リ

書
寫
山　ニ
㍽乞　フ
㍾拜　セ
㍼ン
ト

本
佛　ヲ
⊿
寺
規
供

僧　ノ
外
。
不
㍾許　ル
㍼サ

啓ケ
イ

龕カ
ン

⊿ヲ

祖
不
㍾勝タ
ヘ

㍼希
願　ニ
⊿
奉サ
ヽ

㍼ゲ
テ

詩
偈　ヲ
㍽

禱　ル
㍼其
感
納　ヲ
⊿

　
　

書
寫
即
是
解
脱
山　

八
景
妙
法
心
蓮
故

　
　

性
空
即
是
涅
槃
聖　

六
字
實
号
無
生
故

　

介カ

キ

ウ

ツ

ス

己
禹
都
主
。
耶ヤ

マ

ハ

タ

カ

ネ

ノ

麻
波
多
迦
泥
乃
。
素ソ

　

良ラ

ニ

キ

エ

テ

尼
枳
衣
弟
。
敷フ

デ

モ

オ

ヲ

バ

ヌ

題
慕
於
遥
播
奴
。
都ツ

　

企キ

ゾ

ス

ミ

ケ

ル

茹
秀
彌
階
屡

山
僧
大　ニ
美ホ
メ

㍼其
志　ヲ
㍽聽　ル
㍾ス

所　ヲ
㍾乞　フ
。
既
下　リ
㍾山　ヲ
。
恰ア
マ
子
ク

度　ス
㍼

國
中　ヲ
⊿
念
佛
和
讃　ノ
之
成　ル
。
蓋　シ
在　リ
㍼此
間　ニ
⊿

〔
第
三
十
九
段
〕

祖
寓　ス
㍼ル

備
中
輕カ
ン

部ベ
ニ

㍽時
。
讃
㍼述　シ
十
二
具　ノ
之
持

文　ヲ
⊿
以　テ
㍼四
接
法　ヲ
㍽應　シ
㍾機　ニ
施
化　ス
。
同
時
花
本
寺　ノ

教
願
。
来　テ
參　シ
㍼會
下　ニ
⊿
果　ス
㍼其
行
願　ヲ
⊿
及　ヒ
㍾辭　ス
ル
ニ

偶タ
マ
〳
〵

罹　リ

㍾痾　リ
。
既
及　フ
㍼ト
キ

大
漸　ニ
㍽獻　

㎜

㍾哥　ヲ
以　テ
乞　フ
㍼末
期　ノ
之
教
導　ヲ
⊿

〔
第
三
十
八
段
〕

　

十
年
春
、
書
写
山
に
躋の

ぼ

り
、
本
佛
を
拝
せ
ん
と
乞
ふ
。

寺
規
供
僧
の
外
、
啓
龕
を
許
さ
ず
。
祖
、
希
願
に
勝た

へ

ず
、
詩
偈
を
奉
げ
て
、
そ
の
感
納
を
祷い

の

る
。

　
　
　

 

書
写
は
即
は
ち
是
れ
解
脱
の
山　

八
景（
葉
）妙
法

心
蓮
の
故
に

　
　
　

 

性
空
は
即
は
ち
是
れ
涅
槃
の
聖　

六
字
実（
宝
）号

無
正
の
故
に

　
　

か
き
う
つ
す
、
や
ま
は
た
か
ね
の
、
そ
ら
に
き
え

て
、
ふ
で
も
お
よ
ば
ぬ
、
つ
き
ぞ
す
み
け
る

　

山
僧
、
大
い
に
そ
の
志
を
美ほ

め
、
乞
ふ
と
こ
ろ
を
聴ゆ
る

す
。
既
に
山
を
下
り
、
恰あ
ま

ね
く
国
中
を
度
す
。
念
佛
和
讃

の
成
る
、
蓋
し
此
間
に
在
り
。

〔
第
三
十
九
段
〕

　

祖
、
備
中
軽
部
に
寓
す
る
時
、
十
二
具
の
持
文
を
讃
述

し
、
四
接
法
を
以
て
機
に
応
じ
施
化
す
。
同
時
、
花
本
寺

の
教
願
、
来
り
て
会
下
に
参
じ
、
そ
の
行
願
を
果
す
。
辞

す
る
に
及
び
、
偶

た
ま
た
ま

痾や
ま
ひ
に
罹
り
、
既
に
大
漸
に
及
ぶ
と
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書　

き　

下　

し　

文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註

莒
│（
上
部
は
）苣
か

│
屡 

   

僃
│
備 

  

│
奏
、

│
贊 

  　

│
詣 

 

│
幾

闔
境
＝
国
じ
ゅ
う

│
矣
、
囑
│
嘱 

祖
和　

㎜

曰

　

妬ト

ニ

カ

ク

ニ

儞
柯
玖
尼
。
摩マ

ヨ

フ

コ

ヽ

ロ

ノ

余
符
莒
々
莒
迺
。
志シ

　

屡ル

ベ

ニ

ハ

閇
爾
麼
。
南ナ

モ

ア

ミ

ダ

ブ

ト

無
阿
彌
陀
佛
止
。
麻マ

ウ紆

　

主ス

バ

カ

リ

ゾ

番
介
離
序

〔
第
四
十
段
〕

今
年
備
後
一　ノ
宮　ノ
神
人
。
迎　テ
㍾祖　ヲ
特　ニ
張　リ
㍼秦
王

破
陣
舞　ヲ
㍽饗　ス
㍾之　ヲ
。
蓋
非
常　ノ
之
典
禮　ナ
リ

也
。
其
秋

再　タ
ヒ

航　ス
㍼ル
ト
キ

巌
嶋　ニ
㍽内
侍
祝
巫
。
虔ケ
ン

仰キ
ヤ
フ

不
㍾翅タ
ヾ
ナ
ラ

行　ナ
㍼ヒ

臨

時　ノ
祭　ヲ
⊿
奏　シ
㍾テ

舞　ヲ
以　テ
贊タ
ス

㍼ク

法
施　ヲ
⊿

〔
第
四
十
一
段
〕

正
應
紀
元
。
祖
旋カ

ヘ

㍼リ

故
國　ニ
⊿
巡
㍼詣　シ
三
島　ノ
祠
菅

生
寺　ニ
⊿
又
納　ム
㍼先
父
手
澤　ノ
之
三
經　ヲ
於
繁
多

寺　ニ
⊿
兦ナ
ク

㍾幾イ
ク
ハ
ク

三
島　ノ
神
告　テ
㍼供
僧
及　ヒ
地
頭
代
某　ニ
㍽

曰
。
一
遍
近
日
修　ス
㍼行
法
於
此　ニ
⊿
闔
境
其　レ
戮ア
ハ
セ
テ

㍾力
助　ケ
㍾ヨ

之　ヲ
。
不シ
カ

㍾ラ
ズ
ン
バ

必　ラ
ス

有
㍾悔ク
イ

矣
。
依　テ
㍾是　ニ
祖
所ラ
レ

㍼招
嘱　セ
㍽

き
、
歌
を
献
じ
て
、
以
て
末
期
の
教
導
を
乞
ふ
。
祖
、
和

し
て
曰
く

　
　

と
に
か
く
に
、
ま
よ
ふ
こ
こ
ろ
の
、
し
る
べ
に
は
、

な
も
あ
み
だ
ぶ
と
、
ま
う
す
ば
か
り
ぞ

〔
第
四
十
段
〕

　

今
年
、
備
後
一
の
宮
の
神
人
、
祖
を
迎
え
て
特こ

と

に
秦
王

破
陣
舞
を
張
り
、
之
を
饗も

て
なす
。
蓋
し
非
常
の
典
礼
な
り
。

そ
の
秋
、
再
び
巌
嶋
に
航
す
る
と
き
内
侍
祝
巫
、
虔
仰
の

翅た
だ
なら
ず
、
臨
時
の
祭
を
行
な
ひ
、
舞
を
奏
し
て
以
て
法

施
を
賛た

す

く
。

〔
第
四
十
一
段
〕

　

正
応
紀
元
、
祖
、
故
国
に
旋か
へ

り
、
三
島
の
祠
菅
生
寺
に

巡
詣
し
、
ま
た
先
父
手
択
の
三
経
を
繁
多
寺
に
納
む
。

幾
い
く
ば
くな
く
三
島
の
神
、
供
僧
及
び
地
頭
代
某
に
告
げ
て
曰

く
、
一
遍
、
近
日
行
法
を
此
に
修
す
。
闔
境
そ
れ
力
を
戮あ

わ

せ
て
之
を
助
け
よ
。
し
か
ら
ず
ん
ば
必
ら
ず
悔
あ
ら
ん
。
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僃
│
備 

  （
正
応
二
年
） 

│
讃 

笻
│
筇 

不
予
＝
不
快
の
意

哥
│
歌 

│
微
、
舍
│
舎 

   

│
虚 

   

行　ス
㍼櫻
會　ヲ
⊿
行
中
望　テ
㍾山　ヲ
曰
。
神　ノ
之
召　ス
㍾我　ヲ
今　ニ
シ
テ

而

會　セ
㍼リ
ト

其
意　ヲ
⊿
因　テ
喩　シ
㍾衆　ニ
禁　ス
㍼年
首
及　ヒ
十
一
月
供　ス
㍼ル
ヲ

魚
鳥　ヲ
⊿
神
官
以
下
國
中　ノ
酋
長
各　〻
欽
奉　シ
。
連

署　シ
テ

其
次
第　ヲ
以　テ
備　フ
㍼後
鍳　ニ
⊿

〔
第
四
十
二
段
〕

二
年
巡　リ
㍼讃
岐　ヲ
⊿
經
㍼禮　シ
善
通
曼
荼
羅　ノ
名
刹　ヲ
⊿

進　ム
㍼筇ツ
エ
ヲ

阿
波　ニ
⊿
或
日
嘆　シ
テ

曰
機
縁
已　ニ
澆ウ
ス
ク

死
期

且　サ
㍾ニ

近チ
カ

。シ
ト

行ユ
ク
〳
〵

至　テ
㍼大オ
ホ

鳥ト
リ
ノ

里　ニ
⊿
心
神
不
豫
寢
食
違　フ

㍾常　ニ
。
其
感
慨　ノ
哥　ニ

　

於オ

モ

フ

コ

ト

母
甫
許
登
。
美ミ

ナ

ツ

キ

ハ

テ

ヌ

那
都
棄
半
弟
努
。
宇ウ

　

絶シ

ト

ミ

シ

止
微
之
。
遙ヨ

ヲ

バ

サ

ナ

ガ

ラ

乎
婆
舍
奈
我
良
。
安ア

キ企

　

迺ノ

ハ

ツ

カ

ゼ

絆
都
加
制

力ツ
ト

㍾メ
テ

疾　ヲ
航フ
ネ

㍼シ

淡
路　ニ
㍽獻　ス
㍼哥　ヲ
二
宮　ニ
㍽

　

奈ナ

ニ

カ

ナ

フ

耳
加
奈
夫
。
其コ

コ

ロ

ハ

ニ

シ

ニ

々
魯
破
尼
士
丹
。
禹ウ

　

途ツ

セ

ミ

ノ

細
美
乃
。
毛モ

ヌ

ケ

ハ

テ

タ

ル

努
祁
波
弖
陀
流
。
虚コ

ヱ衛

　

如ゾ

ス

ヽ

シ

キ

周
々
尸
枳

ス

是
に
依
り
て
、
祖
、
招
嘱
せ
ら
れ
桜
会
を
行
ず
。
行
中
、

山
を
望
み
て
曰
く
、
神
の
我
を
召
す
今
に
し
て
、
そ
の
意

を
会
せ
り
と
。
因
り
て
衆
に
喩
し
、
年
首
及
び
十
一
月
、

魚
鳥
を
供
す
る
を
禁
ず
。
神
官
以
下
国
中
の
酋
長
各
お
の

欽
奉
し
、
そ
の
次
第
を
連
署
し
て
、
以
て
後
鑑
に
備
ふ
。

〔
第
四
十
二
段
〕

　

二
年
、
讃
岐
を
巡
り
、
善
通
・
曼
荼
羅
の
名
刹
を
経
礼

し
、
筇つ

え

を
阿
波
に
進
む
。
あ
る
日
、
嘆
じ
て
曰
く
、
機
縁

已
に
澆う

す

く
、
死
期
且ま
さ

に
近
し
と
す
。
行
ゆ
く
大
鳥
の
里
に

至
っ
て
、
心
神
不
予
、
寝
食
常
に
違
ふ
。
そ
の
感
慨
の
歌

に
　
　

お
も
ふ
こ
と
、
み
な
つ
き
は
て
ぬ
、
う
し
と
み
し
、

よ
を
ば
さ
な
が
ら
、
あ
き
の
は
つ
か
ぜ

　

疾
を
力つ

と

め
て
淡
路
に
航ふ
ね

し
、
歌
を
二
宮
に
献
ず
。

　
　

な
に
か
な
う
、
こ
こ
ろ
は
に
し
に
、
う
つ
せ
み
の
、

も
ぬ
け
は
て
た
る
、
こ
ゑ
ぞ
す
ず
し
き
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書　

き　

下　

し　

文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註

　

│
詣
、

│
幾 

志
津
幾
│
「
志
筑
」

『
聖
絵
』 

   

赫
著
＝
際
立
ち
あ
き

ら
か 

瞿
然
＝
お
ど
ろ
く
さ
ま 

疲
憊
＝
疲
れ
果
て
る 

墦
間
＝
つ
か
の
あ
い
だ

│
慕 

 

巳
↓
己 

    

〔
第
四
十
三
段
〕

詣　ル
㍼志　シ
津
幾
邑　ノ
菅
神　ノ
祠　ニ
⊿
祝
人
不
㍾納イ
レ

㍾之　ヲ
。
祖

言
下　ニ
詠　シ
テ

曰

　

豫ヨ

ニ

イ

ズ

ル

爾
夷
豆
蘆
。
滸コ

ト

モ

マ

レ

ナ

ル

ツ

妬
母
麻
連
奈
留
都

　

藝キ

カ

ゲ

ニ

勾
該
仁
。
介カ

ヽ

リ

ヤ

ス

ラ

ム

々
里
野
輸
良
夢
。
美ミ

ネ塗

　

乃ノ

ウ

キ

ク

モ

宇
喜
娯
望

可　シ
㍾怪　シ
ム

其
詞
字
歴
　々ト
シ
テ

現
㍼出　ス
社
壇　ニ
⊿
祝
人
目マ
ノ
ア
タ
リ

瞻　テ
㍼神
感　ノ
赫
著　ヲ
㍽瞿
然
改　タ
㍾メ

客　ヲ
待
接
尤　ト
モ

重　シ
。

〔
第
四
十
四
段
〕

祖
病
惱
日
添　ヒ
四
大
疲
憊ス
レ

。ド
モ

猶　ホ
跋
㍼渉　シ
東
西　ニ
⊿

日　ニ
無　シ
㍼虚
日
⊿
偶タ
マ
〻

憩イ
コ

㍼フ
墦ハ
ン

間カ
ン

㍽ニ

作
歌
曰

　

陀タ

ビ

ゴ

ロ

モ

毘
誤
呂
慕
。
己キ

ノ

ネ

カ

ヤ

ノ

ネ

能
泥
介
耶
乃
泥
。
貽イ

　

豆ズ

ク

ニ

カ

矩
貮
勾
。
微ミ

ノ

ス

テ

ラ

レ

ヌ

迺
秀
帝
羅
例
奴
。
徒ト

コ固

　

呂ロ

ア

ル

ベ

キ

安
累
陛
己

將　ニ
∮赴　ム
㍼キ

明
石　ニ
㍽收　メ
∫ン
ト

迹　タ
印
南
野　ニ
∵
會ア
ヘ

㍼リ

兵
庫　ノ
人
艤　シ

㍾航　ヲ
至　ル
⊿ニ

祖
曰
何　レ
ノ

地　カ
利
益
不ラ
ン

㍾可
㍾施　コ
。ス

終　ニ
乃　ハ
チ

駕　シ
㍼テ

其
舟　ニ
⊿
入　テ
㍼寓　ス
兵
庫
觀
音
堂　ニ
⊿
今
之
真
光
寺

〔
第
四
十
三
段
〕

　

志
津
幾
邑
の
菅
神
の
祠
に
詣
る
。
祝
人
、
之
を
納い

れ

ず
。
祖
、
言
下
に
詠
じ
て
曰
く

　
　

よ
に
い
ず
る
、
こ
と
も
ま
れ
な
る
、
つ
き
か
げ
に
、

か
か
り
や
す
ら
む
、
み
ね
の
う
き
ぐ
も

　

怪
し
む
べ
し
、
そ
の
詞
字
歴
々
と
し
て
社
壇
に
現
出

す
。
祝
人
、
目

ま
の
あ
た
り、
神
感
の
赫
著
を
瞻み

て
、
瞿
然
、
客
を

改
め
、
待
接
尤
も
重
し
。

〔
第
四
十
四
段
〕

　

祖
、
病
悩
日
に
添
ひ
、
四
大
疲ひ

憊は
い

す
れ
ど
も
、
猶
ほ
東

西
に
跋
渉
し
、
日
に
虚
日
な
し
。
偶

た
ま
た
ま、

墦は
ん

間か
ん

に
憩
ひ
、

作
る
歌
に
曰
く

　
　

た
び
ご
ろ
も
、
き
の
ね
か
や
の
ね
、
い
づ
く
に
か
、

み
の
す
て
ら
れ
ぬ
、
と
こ
ろ
あ
る
べ
き

　

将
に
明
石
に
赴
き
、
迹
を
印
南
野
に
収
め
ん
と
す
。
兵

庫
の
人
、
航
を
艤
し
至
る
に
会
へ
り
。
祖
曰
く
、
何
れ
の

地
か
利
益
施
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
終
に
乃
は
ち
、
そ
の
舟
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姐
│
隔 

    （
正
応
二
年
八
月
九
日
）　 

　

│
還 

决
│
決

即　ハ
チ

此　ナ
リ

也
。

〔
第
四
十
五
段
〕

八
月
二
日
祖
坐　シ
㍼テ

縄
床　ニ
㍽譚　ス
㍾法　ヲ
。
道
俗
畢　ト
ク

集　マ
。レ
リ

祖
口　ヅ
カ
ラ

授　ツ
㍼ケ

遺
誡
於
聖
戒　ニ
㍽記　セ
㍾シ
ム

之　ヲ
。
曰　ク
我　レ
化
盡　ノ

後
。
我
執　ノ
人
中
應　サ
㍾ニ

有　ル
㍼捨
身　ノ
者
⊿
今
遺ノ
コ

㍼ス

此
記　ヲ
㍽

者ハ

一　ハ
ラ

爲　メ
㍾ナ
リ

防　カ
㍼ン
ガ

此
等　ノ
迷
倒　ヲ
㍽也
。
涙
頻　リ
ニ

下　ル
。
十
日

晨ツ
ト
ニ

誦　ス
㍼ル

小
經　ヲ
㍽一
過
。
并　ハ
㍼セ
テ

書
巻　ヲ
㍽手　ツ
カ
ラ

付　シ
㍾テ

火　ニ
曰
。
一

代　ノ
聖
教
今
日
盡　ク
。
獨　リ
留　ム
㍼南
無
阿
彌
陀
佛　ヲ
⊿

又
曰
勿　レ
㍾隔　ツ
㍼ル

一
遍
聖
戒　ノ
之
坐ザ

間カ
ン

⊿ヲ

一
阿
相

阿
互　ヒ

ニ

侍　セ
㍼ヨ

牀
下　ニ
⊿
結
縁　ノ
在
家
人
爲タ
リ

㍼尤
要
⊿
自
㍼

今
日
㍽隨
便
親
近　セ
。シ
メ
ヨ
ト

〔
第
四
十
六
段
〕

于
㍾時
紫
雲
點　ス
㍾ル

空　ニ
連
日
。
祖
曰
還
元　ノ
期
未　タ

㍾至
。
至　レ
ハ

則
决　シ
テ

靡ナ
シ

㍾有　ル
㍼如　キ
㍾許カ
ク
ノ

事
⊿
十
七
日
昏ユ
フ

。ベ

祖

ベ
シ

ズ

に
駕
し
て
、
入
り
て
兵
庫
観
音
堂
に
寓
す
。
今
の
真
光
寺

即
は
ち
此
れ
な
り
。

〔
第
四
十
五
段
〕

　

八
月
二
日
、
祖
、
縄
床
に
坐
し
て
法
を
譚は

な

す
。
道
俗

畢
こ
と
ご
と
く
集
ま
れ
り
。
祖
、
口
づ
か
ら
遺
誡
を
聖
戒
に
授

け
、
之
を
記
せ
し
む
。
曰
く
、
我
れ
化
尽
の
後
、
我
執
の

人
中
、
応
に
捨
身
の
者
あ
る
べ
し
。
今
、
こ
の
記
を
遺の

こ

す

は
、
一も

っ
ぱら
、
こ
れ
等
の
迷
倒
を
防
が
ん
が
為
な
り
。
涙
頻

り
に
下
る
。
日
晨つ

と

に
小
経
を
誦
す
る
一
過
、
書
巻
を
并
せ

て
手
づ
か
ら
火
に
付
し
て
曰
く
、
一
代
の
聖
教
、
今
日
尽

く
。
独
り
南
無
阿
弥
陀
佛
を
留
む
。
ま
た
曰
く
、
一
遍
・

聖
戒
の
坐
間
を
隔
つ
る
な
か
れ
。
一
阿
・
相
阿
、
互
ひ
に

牀
下
に
侍
せ
よ
。
結
縁
の
在
家
の
人
、
尤
要
た
り
。
今
日

よ
り
随
便
親
近
せ
し
め
よ
、
と
。

〔
第
四
十
六
段
〕

　

時
に
紫
雲
空
に
点
ず
る
連
日
、
祖
曰
く
、
還
元
の
期
未

だ
至
ら
ず
。
至
れ
ば
則
ち
決
し
て
許か

く

の
如
き
事
あ
る
な
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書　

き　

下　

し　

文

本　
　
　
　

文

冠　
　

註

奔
逐
＝
奔
馳
、「
急
い

で
追
う
」
意 

    

土
人
│
「
在
地
の
も

の
ど
も
」『
聖
絵
』

西
向
合
掌　シ
高　ク
唱　ナ
㍼フ

佛
名　ヲ
⊿
人
々
奔
逐　シ
以　テ
爲　シ
㍼

期
已　ニ
近　ツ
⊿ク
ト

哀
別　ノ
聲
騰
　々タ

。リ

祖
謂
㍼聖
戒　ニ
㍽曰
。
今　ニ
シ
テ

而
久
㍼住　ス
ル

此
世　ニ
⊿
於　テ
㍼自
他　ニ
㍽俱　ニ
無　シ
㍾益
。
第タ
ダ

任マ
カ

㍼サ
ン
カ

報

命　ニ
㍽邪
。
抑ソ
モ
〳
〵

將ハ
タ

棘
㍼命
終　ヲ
⊿
戒
泣　テ
對　テ
曰
。
一
日　ノ
在

世　ハ
弟
子
一
日　ノ
之
幸　ナ
リ

也
。
願　ク
ハ

見　ラ
㍾レ
ン
ヿ
ヲ

任マ
カ

㍼セ

報
命　ニ
⊿
寺

主　モ
亦
曰
。
衆
人　ハ
只
祈
㍼壽　ノ
延ノ
ビ

⊿ン
ヿ
ヲ

利
益
亦
莫ナ
ケ

㍾ン

尚ク
ハ
フ
ル

㍾焉コ
レ
ヨ
リ

祖
僅　カ
ニ

頷　ス
。

〔
第
四
十
七
段
〕

翌
日
祖
喚　テ
㍼聖
戒　ヲ
㍽曰
。
我　カ
眼　ニ
應ベ
シ

㍾有　ル
㍼赤
條
⊿
赤

條
滅　ス

ル

日
以　テ
取　ル
㍼ベ
シ

滅
度　ヲ
⊿
二
十
一
日
獨
召　シ
㍼門

下　ヲ
⊿
頭
北
面
西　シ
テ

念
佛　ス
。
内
外
亦
噪　ハ
。ク

祖
曰
未　タ
シ

也
。
使
人　ヲ

㎜

制　セ
∑之　ヲ
。
或　ハ
問　テ
曰　ク
。
今
日　ハ
乃
西
宮　ノ
祭
。

土
人
例　シ

テ

預　カ
㍼ル

其
祀　ヲ
㍽者
。
悲　シ
㍾ミ

不　ヲ
㍾遭ア
ハ

㍼末
期　ニ
⊿
不
㍼肯　テ

往　カ
⊿
祖
曰
第タ
ヾ

往ユ
ク

。
今
日
我　レ
不
㍾瞑メ
イ

。セ

日
中
眠
醒　メ
テ

シ
ム

し
。
十
七
日
昏ゆ
ふ
べ、
祖
、
西
に
向
か
ひ
合
掌
し
高
く
佛
名

を
唱
ふ
。
人
々
奔
逐
し
、
以
て
期
已
に
近
づ
く
と
な
し
、

哀
別
の
声
騰
々
た
り
。
祖
、
聖
戒
に
謂
て
曰
く
、
今
に
し

て
こ
の
世
に
久
住
す
る
。
自
他
に
お
い
て
俱
に
益
な
し
。

第た
だ

報
命
に
任ま

か
さ
ん
か
。
抑
そ
も
そ
も

将は
た

命
終
を
棘
す
み
や
かに
せ
ん
か
。

戒
、
泣
き
て
対こ

た

え
て
曰
く
、
一
日
の
在
世
は
弟
子
一
日
の

幸
な
り
。
願
く
は
報
命
に
任
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
寺
主
も

亦
た
曰
く
、
衆
人
は
只
だ
寿
の
延
び
ん
こ
と
を
祈
る
。
利

益
亦
た
焉こ

れ

よ
り
尚く
は

ふ
る
な
け
ん
。
祖
、
僅
か
に
頷
ず
。

〔
第
四
十
七
段
〕

　

翌
日
、
祖
、
聖
戒
を
喚
ん
で
曰
く
、
我
が
眼
に
応
に
赤

條
あ
る
べ
し
。
赤
條
滅
す
る
日
、
以
て
滅
度
を
取
る
べ

し
。
二
十
一
日
、独
り
門
下
を
召
し
、頭
北
面
西
し
て
念
佛

す
。
内
外
ま
た
噪さ

わ

ぐ
。
祖
曰
く
、
未
だ
し
。
ま
た
人
を
し

て
之
を
制
せ
し
む
。
或
ひ
は
問
ふ
て
曰
く
、
今
日
乃
は
ち

西
宮
の
祭
。
土
人
例
し
て
、
そ
の
祀
に
預
か
る
者
、
末
期

に
遭
は
ず
を
悲
し
み
、肯
て
往
か
ず
。
祖
曰
く
、
第た

だ

往
け
。
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│
点
。
溘
焉
＝
溘

然
、「
た
ち
ま
ち
・
に

わ
か
に
」
の
意 

悲
慟
＝
大
声
で
泣
く 

│
投 

「
二
十
五
億
一
千
七
百

廿
四
人
」『
聖
絵
』
47

段 億
│
昔
は
十
万
、
後

に
は
万
万
を
い
う 

　

│
蒙
、

│
蓋

曰
。
西
宮　ノ
神
來　ル
。ト

同
時
其
神
官
造イ
タ

。リ

請　フ
㍾受　ル
㍼ヿ
ヲ

臨　ヲ

終　ノ
之
十
念　ヲ
⊿
祖
即　ハ
チ

降　テ
㍾席　ヲ
恭　シ
ク

授　ツ
㍾ク

之　ヲ
。
觀
者
初　メ
テ

識　ル
神　ノ
之
憑　リ
㍾人　ニ
作ナ
ス

㍼ヲ

結
縁　ヲ
⊿

〔
第
四
十
八
段
〕

二
十
三
日
辰　ノ
初
点
。
祖
示　メ
㍼シ

入
定　ノ
之
儀　ヲ
⊿
溘カ
フ

焉　ト
シ
テ

機キ

息ヤ
ム

。
實　ニ
正
應
二
年
八
月
。
享
年
五
十

有
一
。
道
俗
悲
慟　シ

テ

僉ミ
ナ

失　ナ
㍾フ

聲　ヲ
。
樂ネ
ガ

㍼ヒ

同
生　ヲ
㍽投　ス
㍾ル

海　ニ

者
果　シ
テ

七
人
。
遺
訓　ニ
曰
。
棄　テ
㍼ヽ

屍　ヲ
於
荒
野　ニ
㍽以　テ
飽　シ
㍼メ
ヨ

烏
鳶　ニ
⊿
倘モ
シ

或ア
ラ

∮ハ

在
家　ノ
輩
效イ
タ

㍾ス

志
者
∵
不サ
レ

㍾拒コ
バ

㍾マ

之　ヲ
。
於　テ

㍾是　ニ
四
方
爭　ソ
ヒ

會　シ
。
闍
維　シ
テ

立　ツ
㍼廟
塔　ヲ
於
觀
音
堂　ノ

畔　ニ
⊿
凡　ノ
遊
行
十
六
年　ノ
間
。
受　ル
㍾記　ヲ
者
。
二
十
五

億
千
七
百
余
人
。
一
應
結　ス
㍾ヒ

縁　ヲ
蒙　ム
㍾ル

化　ヲ
者
。
蓋　シ

不　ル
㍾ナ
リ

遑　ア
㍼ラ

毛
述　ニ
⊿

今
日
我
れ
瞑
せ
じ
、
日
中
眠
醒
め
て
曰
く
、
西
宮
の
神
来

る
と
。
同
時
、そ
の
神
官
造い

た

り
、臨
終
の
十
念
を
受
く
る
こ

と
を
請
ふ
。
祖
、
即
ち
席
を
降
り
て
恭
し
く
之
を
授
く
。

観
る
者
初
め
て
識
る
。
神
の
人
に
憑
り
、
結
縁
を
作
す

を
。

〔
第
四
十
八
段
〕

　

二
十
三
日
辰
の
初
点
、
祖
、
入
定
の
儀
を
示
し
、
溘
焉

と
し
て
機
息や

む
。
実
に
正
応
二
年
八
月
、
享
年
五
十
有

一
。
道
俗
悲
慟
し
て
僉み

な
声
を
失
ふ
。
同
生
を
楽ね
が

ひ
、
海

に
投
ず
る
者
、
果
し
て
七
人
。
遺
訓
に
曰
く
、
屍
を
荒
野

に
棄
て
て
、
以
て
烏
鳶
に
飽あ

き
し
め
よ
。
倘も

し
在
家
の

輩
、
志
を
效い

た

す
者
あ
ら
は
、
之
を
拒
ま
ざ
れ
。
是
に
お
い

て
四
方
争
ひ
会
し
、
闍
維
し
て
廟
塔
を
観
音
堂
の
畔
に
立

つ
。
凡
そ
遊
行
十
六
年
の
間
、
記
を
受
く
る
者
、
二
十
五

億
千
七
百
余
人
。
一
応
縁
を
結
び
化
を
蒙
む
る
者
、
蓋
し

毛
述
に
遑い

と
まあ
ら
ざ
る
な
り
。

○

文
中
に
「
人
権
」
に
抵
触
す
る
箇
所
を
含
む
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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『一遍上人行状図』巻上
（上）

第一段

第四段 第三段 第二段

第七段 第六段 第五段
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（下）

第九段 第八段

第十四段 第十三段 第十二段 第十一段 第十段

第十八段 第十七段 第十六段 第十五段

第二二段 第二一段 第二十段 第十九段
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『一遍上人行状図』巻下
（上）

第二六段 第二五段 第二四段 第二三段

第二九段 第二八段 第二七段

第三三段 第三二段 第三一段 第三十段
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（下）

第三七段 第三六段 第三五段 第三四段

第四二段 第四一段 第四十段 第三九段 第三八段

第四六段 第四五段 第四四段 第四三段

第四八段 第四七段
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第七段　四天王寺参籠、初めての賦算

聖絵

行状図
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第九段　熊野山中、一人の僧への賦算

聖絵

行状図
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第十四段　妻の出家に怒り、福岡の市まで追ってきた夫出家す

聖絵

行状図
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第二十一段　こぶくろ坂にて鎌倉入りを拒まれる

聖絵

行状図
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第二十七段　四条京極釈迦堂での踊念仏と賦算

聖絵

行状図
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第四十八段　一遍上人往生

聖絵

行状図


